


広報 諫早 ２０１１年（平成２３年）５月号 2

▼
３
月　

日�
　
 
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
（
M
９
・
０
）

１１

▼
３
月　

日�
１４

　

・
諫
早
市
緊
急
支
援
本
部
を
設
置
（
本
部
長
／
諫
早
市
長
）

　

・
義
援
金
箱
を
市
役
所
本
館
、
別
館
、
支
所
、
出
張
所
、
健
康

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
市
公
共
施
設
に
設
置

　

・
安
否
確
認
窓
口
（
総
務
課
）
の
開
設

　

・
給
水
車
第
１
次
派
遣
隊
（
給
水
車
１
台
、
支
援
車
１
台
、
職

　

員
４
人
）
が
福
島
県
郡
山
市
へ
出
発

　

・
被
災
者
用
住
宅
３
世
帯
分
を
準
備

▼
３
月　

日�
１６

　

・
給
水
車
第
１
次
派
遣
隊
が
福
島
県
郡
山
市
へ
到
着

　

・
被
災
者
用
住
宅
を　

世
帯
分
に
拡
大

３２

▼
３
月　

日�
１７

　

・
給
水
車
が
福
島
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院
（
福
島
市
）
で
給
水
開
始

　

・
非
常
用
備
蓄
資
材
な
ど
の
救
援
物
資
（
市
所
有
・
ト
ラ
ッ
ク

　

３
台
分
）
を
自
衛
隊
機
で
被
災
地
へ
空
輸

　

・
被
災
者
用
住
宅
を　

世
帯
分
に
拡
大

３６

▼
３
月　

日�
１８

　

・
被
災
者
の
集
団
受
入
施
設
と
し
て
高
来
ふ
れ
あ
い
会
館
な
ど

　
　

２
１
０
人
分
を
準
備

▼
３
月　

日�
２０

　

・
給
水
車
第
２
次
派
遣
隊
（
第
１
次
派
遣
隊
と
の
交
代
人
員
４
人
）

　

が
被
災
地
へ
出
発

　

・
救
援
物
資
の
受
付
を
開
始

　

・
被
災
者
用
住
宅
に
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
２
世
帯
が
入
居

▼
３
月　

日�
２１

　

・
給
水
車
第
１
次
派
遣
隊
が
帰
着
。
市
長
に
活
動
報
告

▼
３
月　

日�
２３

　

・
被
災
者
用
住
宅
に
福
島
県
双
葉
町
か
ら
１
世
帯
が
入
居

　

・
給
水
車
第
２
次
派
遣
隊
が
福
島
県
郡
山
市
内
で
給
水
開
始

▼
３
月　

日�
   
給
水
車
第
２
次
派
遣
隊
が
帰
着

２７

▼
３
月　

日�
３０

　

・
市
民
か
ら
の
救
援
物
資
を
集
積
所
へ
発
送

▼
４
月
７
日�

　

・
自
治
体
事
務
支
援
と
し
て
、
り
災
証
明
の
発
行
な
ど
の
た
め

　
　

職
員
４
人
を
宮
城
県
石
巻
市
へ
派
遣

▼
４
月　

日�
　

１１

　

・
被
災
者
の
健
康
相
談
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
家
庭
訪
問
な
ど
の

　
　

た
め
保
健
師
２
人
、
事
務
職
１
人
を
福
島
県
へ
派
遣

こ
れ
ま
で
の
支
援
状
況　

３月３０日　市民から寄せられた救援物資を発送

４月７日　自治体事務支援として職員を派遣

３月１４日　給水車第１次派遣隊が被災地へ

３月１７日　給水車が福島県で給水活動開始

　

３
月　

日
午
後
２
時　

分
ご
ろ
、
東
北
地
方
太

１１

４６

平
洋
沖
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
）
が
発

生
。
世
界
観
測
史
上
最
大
級
の
地
震
は　
�
以
上

１０

の
大
津
波
を
引
き
起
こ
し
、
原
発
事
故
を
招
く
な

ど
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
３
時　

分
、
諫
早
市
に
も
津
波
注
意

３０

報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
３
月　

日
に
は
緊
急
支

１４

援
本
部
を
設
置
し
、
被
災
地
へ
の
給
水
車
の
派
遣

や
備
蓄
救
援
物
資
の
発
送
を
速
や
か
に
行
う
な
ど

被
災
地
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
そ
の
支
援
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、

被
害
を
受
け
た
方
々
に
対
し
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
義
援
金
、
救
援
物
資
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
く
の
温
か
い
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
昭
和　

年
の
諫
早
大
水
害
時
、
全
国
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
復
興
す
る
事
が
で
き
ま

３２

し
た
。
今
回
の
被
災
地
に
対
し
ま
し
て
も
、
１
日
も
早
い
復
興
の
た
め
、
全
力
で
支
援
を
続
け
ま
す
。

ま
た
、　

今
後
、
行
政
事
務
や
道
路
・
河
川
・
建
築
、
農
業
土
木
、
保
健
業
務
な
ど
の
分
野
で
職
員
の
べ

２
０
０
人
以
上
の
支
援
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
被
災
地
の
支
援
を
準
備
中
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

諫
早
市
長　

宮
本
明
雄



3 ２０１１年（平成２３年）５月号 広報 諫早

　

３
月　

日
か
ら
、
市
内
公
共
施
設
な
ど

１４

に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
４
月　

日
１１

現
在
で
募
金
箱
と
窓
口
受
付
を
合
わ
せ
て

３
千
万
円
を
超
え
る
義
援
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
窓
口
受
付

　

市
福
祉
総
務
課
、
各
支
所
、
各
出
張
所

■
募
金
箱
設
置
場
所

　

市
役
所
（
本
館
・
別
館
）、
各
支
所
、
各

出
張
所
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
諫
早
図
書
館
な
ど　

カ
所

４９

■
義
援
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
総
務
課　

義
援
金
は
所
得
控
除
対
象
で
す

　

災
害
義
援
金
は
、
所
得
税
、
住
民
税
な

ど
の
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。今
回

の
義
援
金
は
、
来
年
の
確
定
申
告
の
際
、

市
役
所
な
ど
の
募
金
団
体
が
発
行
し
た
受

領
証
な
ど
を
申
告
書
に
添
付
し
て
税
務
署

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
諫
早
税
務
署
（�
　

・
２２

　

１
３
７
０
）
ま
た
は
市
民
税
課

　

　

３
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
市
民
セ
ン

２０

３１

タ
ー
で
救
援
物
資
の
受
付
を
行
い
ま
し

た
。
紙
お
む
つ
、
毛
布
、
お
米
な
ど
た
く

さ
ん
の
物
資
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
物
資
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
４
２
４
箱
（
４
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
２
台
分
）
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

救
援
物
資
は
す
べ
て
県
指
定
の
集
積
所

へ
発
送
し
ま
し
た
。
今
後
、
被
災
地
の
状

況
に
合
わ
せ
て
自
衛
隊
に
よ
り
被
災
地
へ

送
ら
れ
ま
す
。

■
救
援
物
資
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
総
務
課

　

諫
早
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
か

ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
３
月　

日
か
ら　

２３

３１

日
ま
で
、
同
会
の
登
録
団
体
の
皆
さ
ん
に

救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業
や
個

人
か
ら
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
無
償
提
供

な
ど
そ
の
ほ
か
多
く
の
善
意
の
申
し
出
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
善
意
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

義
援
金
を
募
集
中
で
す　

救
援
物
資
を
発
送　

【総　数】　　４２４箱
【受付件数】　　２６１件
【品　目】
　米、粉ミルク、水、毛布、介
　護食、介護用品、紙おむつ、　
　ウエットティッシュ、生理用品

　

市受付分・３月２０日～３１日

【総　額】　３０，２５７，３７５円
・募金箱（市内公共施設 49カ所）　
　　　　　　４，７１５，８９６円
・窓口受付
　　　　　　２５，５４１，４７９円

　　

　市受付分・４月１１日現在

広
が
る
支
援
の
輪　

東本町獅子浮立保存会
諫早市交通安全協会会長ほか職員一同
諫早市交通安全協会支部長一同
溝上産業㈱
スナック花ざかり従業員一同
㈱日本リース諫早営業所一同
㈲魚荘・グランドパレス職員一同
㈱田中製作所
㈲くわとり
㈲アクティブ　トゥエンティワン
諫早市女性防火クラブ連絡協議会
㈱森開発　　
㈱森住宅　　
㈱緑地建
諫早消防署・県央消防本部一同
諫早商業高校生徒会　　
㈱山香海
長崎県二輪車・自転車商協同組合
橋本　秋代（小豆崎町）
島原そうめん販売㈱
諫早市東京学生寮OB会
㈱諫栄ビル管理
諫早市施設管理公社職員一同
合同会社地域福祉活動センター上山
㈱アルス
大正琴愛好会シャボン玉
諫早中学校生徒・職員一同
増山　武彦（長野町）
諫早市土地開発公社職員一同
長崎県金属工業協同組合

上野町女性の会　　
諫早市卓球協会
泉町自治会１１－Ｃ班
森山東小学校児童・職員一同
小野小学校　　
北里　妙子（泉町）
大起建設㈱　　
大起建設㈱職員一同
諫早小学校　　
真城小学校
長田小学校児童・職員・育友会
上諫早小学校児童・保護者・職員一同
みはる台小学校
真崎小学校児童・職員
西諫早小学校児童会
本野小学校児童会
上山小学校児童会・職員一同
真城中学校一同
長田中学校生徒会・職員・保護者
西諫早中学校生徒会・育
友会・卒業式来賓一同
㈱フジタ建設
�諫早リサイクルセンター
諫早中核工業団地自治振興会
諫早色鉛筆スケッチ会
（福）博愛会ディサービス
センター暖家利用者一同
ＰＥＡＣＥ
犬尾内科一同
北諫早小学校児童会

有喜小学校
真津山小学校児童会
小栗小学校
御館山小学校
喜々津東小学校
大草小学校
伊木力小学校
森山西小学校児童会・職員
飯盛西小学校児童会・職員一同
飯盛東小学校
高来西小学校
湯江小学校
長里小学校児童会
小長井小学校児童会
遠竹小学校
北諫早中学校 生徒会
小野中学校生徒会
有喜中学校
明峰中学校生徒会・教職員・育友会
喜々津中学校
森山中学校生徒会
飯盛中学校
高来中学校生徒会
小長井中学校
諫早花卉商組合
㈱諫早花市場
小長井町漁協カキ生産部会
諫早農業高校農業クラブ
下大渡野町子ども会
九州ガスＯＢ会
生活科学研究会吉田グループ
諫早市小・中学校校長会
諫早７つのとしょかん・
としょしつのなかま
諫小学童クラブ

楽謡会
諫早小学校育友会
㈱県央企画
（福）真生保育園園児・保護者・職員一同
武蔵
諫早相撲甚句会
諫早医師会
諫早市永昌東町商店街協同組合
小栗卓球クラブ
古賀　廣喜（小川町）
田 　敏隆（鷲崎町）
柳澤　弘三（日の出町）
シーサイド４区自治会
バレーボールチームホーリーズ
諫早市婦人スポーツクラブ連盟
田 工業
渡部　明子（小船越町）
新雄会
諫早市管工業協同組合組合員一同
大正琴絃志流
㈱日本べネックス
諫早北ロータリークラブ
鎮西学院高等学校インターアクト部
農事組合法人アグリポート森山
應戸　成美（森山町）
江田　大豊（森山町）
諫早東高等学校生徒会
多多良良見見町町友の会
大崎自治会
㈲南部建設工業
かき焼きシーサイドママリリンン
山本　一宏（（飯飯盛盛町町））
田平自治会
湯の尾町中島班
内川　秀夫（高来町）

小池　秀敏（高来町）
松里町第１自治会
㈲廣谷環境開発
中通町自治会
平野　隆則・康（正久寺町）
池田　スエ（正久寺町）
㈱平野工業所
長田町２８年会
青空子供会
松尾　礼子（山川町）
ヨーガ同好会
㈱西日本土木
すずらん会
あじさいグループ
津田　法子（白岩町）
みつみ会
３Ｂアップル
東京とどろき会
神津倉自治会７班
田中　聡（栗面面町町））
県央鍼灸マッッササーージジ師会
冨永　和和彦彦（多良見町）
立川　シシヅ（多良見町）
諫早市議会議員一同
諫早市役所職員一同

３月１４日～４月１１日受付分（敬称略）



広報 諫早 ２０１１年（平成２３年）５月号 4

大切な人が、笑顔でいてくれる・・・
そんな日常の幸せに、健康はかかせないものです。
あなたは、健康だと勝手に思い込んでいませんか？
健康診査は、あなたの健康状態を知る大切な機会です。
大切な人を悲しませない。
そのためにも、１年に１度は健康診査を受けましょう。



5 ２０１１年（平成２３年）５月号 広報 諫早

特定健診
＊４０～７４歳で、諫早市国民健康保険の加入者

（受診者負担金　５００円）

後期高齢者健診
＊７５歳以上の市民
（受診者負担金　無料）

事業主健診
＊労働安全衛生法に基づいて、各職場で行われます。

肝炎ウイルス検診
＊４０歳以上で、過去に受診したことがない市民

（受診者負担金　２００円）

大腸がん検診　胃がん検診　結核・肺がん検診
＊４０歳以上の市民　　　　　　　　　　　　　（受診者負担金　大腸２００円、

胃部エックス線４００円・内視鏡１，２００円、胸部エックス線１００円・喀痰細胞診３００円）

子宮がん検診
＊２０歳以上で、偶数年齢の女性市民

（受診者負担金　頸部３００円、頸部と体部６００円）

乳がん検診　＊３０歳以上の女性市民のうち２２年度に乳房エックス線検査（マンモ
グラフィ）を受診していない市民（ただしマンモグラフィは４０歳以上に限る）

（受診者負担金　視触診２００円、マンモグラフィ１方向３００円・２方向５００円）

骨粗しょう症検診　＊４０、４５、５０、
５５、６０、６５、７０歳の女性市民

（受診者負担金　４００円）

眼科健康診査
＊４０、５０、６０歳の市民

（受診者負担金　６００円）

成人歯科検診
＊４０、５０、６０、７０歳の市民

（受診者負担金　４００円）

若年者健診
＊３０～３９歳で、
諫早市国民健康
保険の加入者
（受診者負担金　５００円）

人間ドック
＊４０～７４歳で、諫早市国民健康保険の加入者
（受診者負担金　日帰り１０，２００円、１泊２日１８，６００円）

※人間ドックと検診（大
腸がん、胃がん、結核・
肺がん）の重複受診は
できません。

※すべての健診は年度内（平成２３年４
月１日～平成２４年３月３１日）に１回
受診できます。同じ健診を何度も受
診できませんので、ご注意ください。

※すべての健診は１年を通して受診で
きます。市内の指定医療機関にお申
し込みの上、受診してください。

※人間ドックは市保険年金課へ事前に
お申し込みください。

ふ～ん。節目の
歳には、いろん
な健診が受診で
きて、お得ね！ミニ人間ドックがお得です

特定健診と各種がん検診を同時に受
診すると、２００円を限度に助成があ
ります。
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恐
る
べ
し
生
活
習
慣
病

　

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動
不
足
そ
し

て
喫
煙
な
ど
、
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
生
活
習

慣
か
ら
起
こ
る
病
気
を
生
活
習
慣
病
と
呼
び

ま
す
。

　

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

進
行
し
、
重
症
化
す
る
と
死
亡
原
因
の
上
位

を
占
め
る
三
大
生
活
習
慣
病
『
が
ん
・
心
臓

病
・
脳
卒
中
』
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス

　

健
康
診
査
は
、
自
分
の
身
体
を
調
べ
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
結
び
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
毎
年
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、

昨
年
と
比
べ
「
自
分
の
生
活
習
慣
が
自
分
の

身
体
に
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
」

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、　

歳
か
ら
の
特
定
健
診
は
、
血
液

４０

検
査
や
腹
囲
測
定
な
ど
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
状
態

か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
、
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
生
活
習

慣
病
を
見
つ
け
る
の
に
有
効
な
健
診
で
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
生
活
習

慣
の
改
善
が
必
要
な
人
に
は
、
市
の
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①

�

②

③

特定健診を申し込む
　指定医療機関へ連絡し、健診
を申し込んでください

特定健診を受診する
　国保の保険証・受診者負担金
（５００円）が必要です。後日、受
診した医療機関で、健診結果の
説明を受けてください

特定保健指導を受ける
　保健師・管理栄養士が、１人
ひとりの生活習慣に合った運動
や食事の方法を一緒に考え、サ
ポートします

�

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
職
場
の
定
期
健
診
を
受
診
さ
れ
た
人

は
、
特
定
健
診
を
受
診
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
健
診
結
果
の
写
し
を
市
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
に
よ
り
健
康
維
持
・
増
進
に
つ
な

が
る
情
報
提
供
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
な
人
に
は
、
市
の
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
が
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
険
年
金
課
（
特
定
健
診
担
当
）
ま

た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

代
〜　

代
の
男
性
と
い
え
ば
、
働
き
盛
り
の
時
期
。
家
庭
や
地
域
、
職
場

４０

５０

な
ど
で
周
囲
か
ら
の
期
待
も
大
き
く
、
自
分
の
身
体
に
１
番
無
理
を
強
い
る
年

代
で
す
。

0 50 100 150 200 250 300 350 400

4 位

3位

2位

1位 がん

心臓病

肺炎

脳卒中

平成２０年諫早市の死亡原因順位

長崎県人口動態統計（確定数）の概況より

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は
？

　

特
定
健
診
の
実
施
は
、
医
療
保
険
者
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
諫
早
市
の
国

民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る　

歳
〜　

歳
の
人
は
、
加
入
さ
れ
て

４０

７４

い
る
各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

３５５人

２１２人

１５１人

１３０人
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働
き
盛
り
と
健
診
受
診
率

　

平
成　

年
度
の
諫
早
市
の
特
定
健
診
の
受

２１

診
率
は　

・
６
㌫
で
、
約
四
人
に
一
人
の
人

２６

が
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

年
代
別
に
み
る
と　

代
〜　

代
の
人
の
受

４０

５０

診
が
少
な
く
、
ど
の
年
代
も
、
男
性
の
受
診

が
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

何を見ているの？検査項目

身体の大きさ身長・体重・BMI【肥満度】
身体計測

内臓脂肪の蓄積

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子

腹囲
中性脂肪、HDL（善玉）コレステロール血中脂質
GOT（AST）、GPT（ALT）、γ-GTP肝 機 能

血管内皮障害（血管の傷み）血圧血 圧
糖尿病・インスリン抵抗性空腹時血糖、HbA1c、尿糖糖 代 謝
血の固まりやすさ・貧血ヘマトクリット、血色素、赤血球貧 血

その他の動脈硬化の危険因子LDL（悪玉）コレステロール血中脂質
心　臓血

管
変
化
に
よ

る
臓
器
障
害

心電図心 電 図
脳眼底検査（※判断基準により選択実施）眼 底

腎　臓尿蛋白、血清クレアチニン腎 機 能
 
H
ｂ
Ａ
1
ｃ 

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

　

血
糖
値
は
、
検
査
前
の
食
事
の
影

響
を
受
け
や
す
い
の
で
す
が
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
は
、
約
１

〜
２
カ
月
間
の
平
均
血
糖
値
が
わ
か

り
長
期
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
指

標
と
な
り
ま
す
。

腎
機
能
低
下
と
動
脈
硬
化

高
血
圧
や
糖
尿
病
の
増
加
に
伴
い
、

人
工
透
析
を
受
け
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人

は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
に
も

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
治
療
開
始
が
早
け
れ
ば
、

慢
性
腎
臓
病
だ
け
で
な
く
、
心
疾
患

や
脳
卒
中
な
ど
も
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
の
腎
臓
の

能
力
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

こ
で
諫
早
市
で
は
腎
臓
の
働
き
を
知

る
指
標
と
し
て
「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
」を
検
査
項
目
に
追
加
し
て
い
ま
す
。

0

5

10

15

20

25

30

35

40

女性男性

70～ 74歳65～ 69歳60～ 64歳55～ 59歳50～ 54歳45～ 49歳40～ 44歳全体受診率

22.8％

30.0％

9.4％
10.2％ 10.1％

14.2％ 14.0％

16.6％
15.7％

23.1％
22.1％

32.1％

29.7％

38.6％

33.0％

36.3％

全体受診率
26.6％

病気じゃなくても、自覚症状が
なくても、年に１度は健診を受
けることをすすめています
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子
宮
頸
が
ん
は　

代
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う

20

　

が
ん
検
診
は
ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

が
ん
は
若
い
人
で
も
か
か
る
病
気
で
す
。特
に
女
性
特
有
の

が
ん
で
あ
る
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は　

代
か
ら
要
注
意
！

２０

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
が
ん
で
、　

代
３０

〜　

代
で
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、最
近
は　

代
の
若
い
年
代
で

４０

２０

の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の　

年
間
に
、　

歳

２０

２０

〜　

歳
で
は
約
２
倍
に
、　

歳
〜　

歳
で
は
３
〜
４
倍
に
増
加

２４

２５

２９

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、子
宮
が
ん
は
前
が
ん
状
態
が
長
く
進

行
が
遅
い
の
で
、が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
で
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
早
期
で
あ
れ
ば
、治

療
す
る
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
と
並
ん
で
、
女
性
に
最
も

多
い
が
ん
の
一
つ
で
す
。ま
た
、　

代
〜　

代
の
お
よ
そ
１
、０

４０

５０

０
０
人
に
１
人
が
発
生
し
て
お
り
、こ
の　

年
間
で
約
２
倍
に

２０

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
人
は
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
が
ん
検
診

４０
を
定
期
的
に
受
診
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
の
皆
さ
ん
は
誰
も
が
、『
子
宮
頸
が
ん
』『
乳

が
ん
』
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
若
い
女
性
の
皆
さ
ん
、『
が
ん
』
を
早
期
に

発
見
す
る
に
は
、自
覚
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

0

100

200

300

400

500

600

子宮がん
乳がん
肺がん
胃がん
結腸がん

子宮がんって、２０代
の若い年代から、か
かる人が増えるのね＊

長
崎
県
が
ん
登
録
事
業
報
告
よ
り

初
め
て
受
け
た
子
宮

が
ん
検
診
で
、
が
ん

が
見
つ
か
り
ま
し
た

　
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
」
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
子
宮

頸
が
ん
）
が
届
い
た
の
は
、
お
と
と
し
の
９
月
。「
受
診
し

な
い
と
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
も
月
日
は
過
ぎ
、
無
料
で

受
診
で
き
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

有
効
期
間
ギ
リ
ギ
リ
の
３
月
に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳

が
ん
検
診
（
視
触
診
）
を
初
め
て
受
診
し
ま
し
た
。

　

受
診
し
て
１
週
間
後
、「
も
う
ち
ょ
っ
と
詳
し
い
検
査
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
病
院
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
再

検
査
を
受
け
た
結
果
、
早
期
の
子
宮
頸
が
ん
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、「
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
も
良
い
が
、
先
送
り

に
す
る
と
手
術
の
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
自
覚
症
状
は
ま
っ
た
く
無
く
、
家
族
に
も

子
宮
頸
が
ん
に
な
っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
、「
私
が

…
」
と
正
直
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
た
だ
、
不
思
議
と
気

持
ち
は
冷
静
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
悩

み
ま
し
た
が
、「
ど
う
せ
手
術
を
す
る
の
だ
っ
た
ら
、
早
い

方
が
良
い
」
と
決
断
し
、
両
親
に
子
宮
頸
が
ん
の
手
術
を

受
け
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

入
院
は　

日
間
で
、
手
術
は
１
時
間
程
度
だ
っ
た
と
思

１０

い
ま
す
。
心
配
だ
っ
た
痛
み
は
術
後
も
含
め
、
さ
ほ
ど
無

か
っ
た
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
早
期
に
発
見
で
き
た
の
が
、

良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
家
族
の 
罹  
患  
歴 
と
は
関
係
無
く
、
誰

り 
か
ん 
れ
き

に
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。
私
も
今
回
の
経

験
を
通
し
て
、
が
ん
検
診
の
大
切
さ
を
感
じ
、
家
族
や
友

人
に
受
診
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
若
い
女
性
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
１
人
で
も
多
く
の
人
に
、
が
ん
検
診
を
受
け

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

一瀬悠さん（３２歳）
小船越町在住
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〜　

歳

40

44
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〜　

歳

60

64

　

〜　

歳

65

69

　

〜　

歳

70

74

　

〜　

歳

75

79

　

〜　

歳

80

84

　

歳
〜

85



9 ２０１１年（平成２３年）５月号 広報 諫早

　

が
ん
検
診
で
発
見
で
き
ま
し
た

　

日
本
人
の
お
よ
そ
二
人
に
一
人
が
、が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

諫
早
市
で
は
が
ん
検
診
に
よ
り
、平
成　

年
度
に　

人
の
人

２０

５６

が
、
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

男
性
で
は
大
腸
が
ん
、
女
性
で
は
大
腸
・
乳
・
子
宮
が
ん
が

多
く
、こ
れ
ら
は
が
ん
検
診
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
ん

で
す
。
し
か
し
、
が
ん
検
診
も
特
定
健
診
と
同
様
に
、　

代
〜

４０

　

代
の
働
き
盛
り
の
人
の
受
診
が
少
な
く
、
ど
の
年
代
も
、
男

５０性
の
受
診
が
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

繰
り
返
し
声
を
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す

　

諫
早
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

健
診
の
受
診
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成　

年
２１

か
ら
は
「
健
診
受
診
大
作
戦
」
と
称
し
、
ま
ず
は
会
員
か

ら
健
診
を
受
診
す
る
よ
う
声
か
け
を
始
め
ま
し
た
。
学
習

会
な
ど
で
繰
り
返
し
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
会
員
の
受
診

率
は
上
が
り
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
会
員
の
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
に
も

声
を
か
け
、
少
し
ず
つ
で
す
が
会
員
の
「
健
診
を
受
け
て

も
ら
い
た
い
」
と
思
う
声
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
健
診
を
受
け
よ
う
」
と
、
い
つ
思
い
立
つ
か
は
聞
く
人

次
第
な
の
で
、
身
近
な
人
が
繰
り
返
し
声
を
か
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
の
基
本
は
、
家
庭
の
食
卓
に
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
に
は
、
自
分
の
食
生
活
を

知
り
、
そ
し
て
見
直
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。
少
し
の
工

夫
で
食
卓
は
変
わ
り
ま
す
。
食
生
活
の
大
切
さ
を
紹
介
す

る
こ
と
が
、
一
つ
で
も
多
く
の
家
庭
の
食
卓
を
、
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
市
民
が
立
ち
上
り
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
健
診
を
受
診
す
る
こ
と

や
健
診
の
声
か
け
も
で
き
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。
今
後
も

声
か
け
な
ど
を
つ
づ
け
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
健
診
を

受
診
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

発見率
人　数

検診項目
女性男性

０．４４％１６人１２人大腸がん

０．１２％２人３人胃がん

０．１０％６人２人肺がん

０．２２％９人―乳がん

０．１５％６人―子宮がん
（頸部）

がん検診など特定健康診査若年者健康診査
４０歳以上で、

職場などで検診の機会がない人
４０歳～７４歳３０歳～３９歳

対象者
市国民健康保険加入者

【大腸がん】２００円、【胃がん】４００円、
【結核・肺がん】１００円、【喀痰】３００円、
【肝炎】２００円

５００円受診者
負担金

生活保護世帯、市民税非課税世帯等
の人は免除あり。事前にご相談を。国民健康保険証を持参その他

ところとき
大草集落センター午前８時３０分～１０時３０分

５月２５日 
多目的研修館（伊木力）午後１時～２時３０分

多目的研修館（伊木力）午前８時３０分～１１時
午後１時～２時３０分５月２６日 

たらみ会館午前８時３０分～１１時
午後１時～２時３０分５月２９日 

○問い合わせ先／【特定健診】市保険年金課（�２２-１５００）
　　　　　　　　【がん検診】健康福祉センター（�２７-０７００）

集団健診のご案内

諫早市食生活改善推進
協議会
会長　関山美津子さん

がん検診でがんだった人の数（平成２０年度）

がん検診などに関すること
は、私たち健康福祉セン
ターの保健師・管理栄養士
にお尋ねください
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特
定
保
健
指
導
は
き
っ
か
け
の
一
つ

　

特
定
健
診
を
受
診
後
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
に
は
、
案

内
を
送
り
ま
す
。
案
内
が
届
い
た
ら
、
が
っ
か
り
せ
ず
に
、

「
生
活
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
！
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
低
い
人
に
は
、生
活
習
慣
を
改
善
す
る

た
め
の
目
標
を
設
定
し
、す
ぐ
に
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
（
動
機
づ
け
支
援
）。
メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
は
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
目
標
や
行
動
計
画
を
設
定
し
、

継
続
的
な
取
り
込
み
が
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す（
積
極

的
支
援
）。特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
ら
、こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
一
つ
で
も
減
ら
し
、
病
気

に
な
り
に
く
い
身
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
（
左
表
参
照
）。

　

生
活
習
慣
に
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス

　

メ
タ
ボ
の
天
敵
、内
臓
脂
肪
は
お
な
か
回
り
に
つ
い
て
い
る

脂
肪
で
す
。
腹
囲
が
２
〜
３
㌢
㍍
減
る
こ
と
で
、
血
糖
や
血

圧
、
中
性
脂
肪
の
検
査
デ
ー
タ
が
改
善
し
、
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
今
の
生
活
習
慣
を
プ
ラ

ス
す
る
こ
と
と
、マ
イ
ナ
ス
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
プ
ラ
ス

は
、運
動
や
日
常
生
活
で
体
を
動
か
す
こ
と
を
今
よ
り
増
や
す

こ
と
。
マ
イ
ナ
ス
は
、今
の
食
生
活
で
必
要
以
上
に
間
食
な
ど

で
食
べ
て
い
る
分
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
運
動
は
汗
を
か
く
ほ
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
を
思
い
浮
か
べ
が
ち

で
す
が
、
草
む
し
り
や
洗
車
、
畑

仕
事
な
ど
も
脂
肪
燃
焼
の
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

特
定
保
健
指
導
が
良
い
き
っ
か
け
で
し
た

　

特
定
保
健
指
導
を
受
け
、
ま
ず
最
初
に
「
６
カ
月
で
体

重
を　
 
㌔
㌘ 
か
ら　
 
㌔
㌘ 
に
減
ら
す
（
マ
イ
ナ
ス
５

７８

７３

㌔
㌘
）」
と
い
う
目
標
を
立
て
、
運
動
を
増
や
し
食
事
を
減

ら
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

晴
れ
た
日
は
散
歩
。
雨
の
日
は
自
宅
に
あ
る
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
で
自
転
車
こ
ぎ
。
そ
し
て
、
趣
味
の
家
庭
菜
園
。
楽

し
み
な
が
ら
運
動
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
か
ず
は
家
庭
菜
園
で
採
れ
た
野
菜
を
中
心
に
薄
め
の

味
付
け
、
ご
飯
の
量
も
少
な
め
に
し
、
毎
日
飲
ん
で
い
た

大
好
き
な
ア
ル
コ
ー
ル
も
一
日
置
き
に
し
ま
し
た
。

　

目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
朝
晩
の
体
重
・
食
事
・
行
動

を
毎
日
記
録
し
、
自
分
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
体
重

の
増
減
が
ひ
と
目
で
分
か
り
ま
す
し
、
増
減
し
た
原
因
も

分
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
や
る
気
も
沸
き
ま
し
た
。

　

６
カ
月
後
の
体
重
は　

㌔
㌘
ま
で
減
り
、
目
標
を
上
回

７０

る
減
量
に
成
功
。
そ
の
結
果
、高
か
っ
た
血
圧
は
下
が
り
、

肝
機
能
や
糖
尿
な
ど
の
検
査
数
値
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

健
診
は
自
己
管
理
の
た
め
に
、
毎
年　

月
と
決
め
て
受

１１

診
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
た
の

が
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
に
あ
た
っ
て
の
良
い
き
っ
か

け
で
し
た
。
ま
た
、一
人
で
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
、

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。市
の
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
さ
ん
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
。
そ
し
て
、
塩

分
量
な
ど
を
気
が
け
、
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
妻
の
サ

ポ
ー
ト
が
特
に
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

古瀬友惇さん（６７歳）
栄田町在住

私たち保険年金課の保健師・
管理栄養士が、皆さんをサ
ポートします
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内　容対　象

保健師・管理栄養士による個別相談（１時間程度）
＊特定健診の結果をもとに、生活習慣改善のための目標
を設定し、運動や食事など目標達成への取り組みを一緒
に考えます。

特定健診の結果、「動機づけ
支援」「積極的支援」に該当
した国保被保険者

特定保健指導

保健師・管理栄養士による個別相談（１時間程度）
＊特定健診などの結果と習慣質問票をもとに、生活習慣
の見直しを一緒に考えます。特定保健指導には該当しな

いが、特定健診の結果、検
査値が基準値より高めだっ
た人

生活習慣病予防相談

糖尿病予防教室（全３回、１回２時間程度）
１回目：知識編「糖尿病ってどんな病気？」
２回目：運動編「生活に運動を取り入れよう」
３回目：栄養編「何をどれだけ食べたらいい？」
＊参加者同士がともに語り合い、学びあう教室です。

健康チャレンジ教室

○対象となる人には、事前にお知らせをお送りします。

　

生
活
習
慣
病
は
、
以
前
は
成
人
病
と
呼
ば
れ
、
老
化
が

原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、

そ
の
多
く
は
加
齢
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
毎
日
繰
り
返

さ
れ
る
生
活
習
慣
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
生
活
習
慣
病
は
、
あ
る
日
突
然
発
病
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
な
い
だ
け
で
、
病
は
ず
っ

と
前
か
ら
身
体
を
少
し
ず
つ
む
し
ば
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

状
態
こ
そ
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）で
す
。
そ
し
て
、放
っ
て
お
け
ば
動
脈
硬
化（
血

管
の
弾
力
性
が
低
下
し
、
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
る
病
気
）

を
起
こ
し
、
心
臓
で
起
き
れ
ば
心
筋
梗
塞
に
、
脳
で
起
こ

れ
ば
脳
卒
中
へ
と
進
行
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
診
し
、
メ
タ
ボ
ま
た
は
そ
の
予
備
群
と

判
定
さ
れ
た
ら
、
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
は
内
臓
脂
肪
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
。
そ
し
て
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

ま
ず
体
重
を
落
と
す
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
急
激
な
減
量

は
健
康
に
良
く
な
い
上
、
リ
バ
ウ
ン
ド
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

半
年
ぐ
ら
い
時
間
を
か
け
て
、
じ
っ
く
り
と
減
量
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　

健
康
の
基
本
は
、
病
気
を
治
す
こ
と
で
は
な
く
、
病
気

に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
感

染
症
は
、
予
防
接
種
を
受
け
自
ら
予
防
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な
ど
に

対
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
予
防
意
識
が
低
い
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
身
体
全

体
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
健
診
の
目
的
は
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け
、
自
分
の
身
体
が
健

康
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
大
切
な
機
会
で
す
。
つ
ま
り

健
診
と
は
、
今
年
も
１
年
間
健
康
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
毎
年
受
診
す
る
も
の
な
の
で
す
。
で
す
か
ら

１
年
に
１
度
、
で
き
れ
ば
同
じ
時
期
に
必
ず
受
診
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
誕
生
日
の
月
に
受
診
す
る

よ
う
に
決
め
る
と
、
覚
え
や
す
く
て
良
い
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。

　

健
診
の
受
診
を
す
す
め
る
と
、「
受
け
た
ら
病
気
が
見
つ

か
る
か
も
…
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、「
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
あ
な
た
の
健
康
に
太
鼓
判

を
押
す
こ
と
で
す
よ
」
と
答
え
ま
す
。
特
に
働
き
盛
り
の

皆
さ
ん
。
誰
の
た
め
、
何
の
た
め
の
健
診
か
を
皆
さ
ん
自

身
が
も
う
１
度
よ
く
考
え
、
１
年
に
１
度
は
必
ず
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

諫早医師会
会長　 原　晶　先生
高原内科循環器科医院
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市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

各
地
域
の
自
然
風
土
や
伝
統
文
化
な
ど
の
特
色
を
活
か
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
進
む
べ
き
地
域
の
目
標
と
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
づ
く
り
の
行
動
指

針
と
な
る
「
地
域
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
地
域
振
興
計
画
（
計
画
期

１９

間：

平
成　

〜　

年
度
）
の
成
果
を
検
証
し
、
地
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
地
域
審

１９

２２

議
会
の
答
申
を
も
と
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
地
域
振
興
課
）

■
計
画
の
内
容

　

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的

な
行
動
計
画
を
「
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

と
し
、
６
地
域
合
わ
せ
て　

プ
ラ
ン
（　

３１

９６

の
地
域
づ
く
り
事
業
）を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
と
市
が
連
携
・
協
力

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る「
市
民
協
働
」

の
方
向
性
も
示
し
て
い
ま
す
。

■
計
画
期
間

　

平
成　

〜　

年
度

２３

２６

※
「
地
域
振
興
計
画
」
は
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
本
館
４
階
）
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.isah

aya.nagasaki.jp/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

■各地域の主な特色あるまちづくり
【諫早地域】
　◆農産物の生産から加工・販売までを行う

６次産業化の推進
　◆スポーツコンベンション機能の強化と国

体開催・新幹線開業を見据えた広域観光
の推進

【多良見地域】
　◆自然体験・集団生活体験など子どもの体

験活動の充実
　◆カヌーやペーロンなどマリンスポーツの

振興

【森山地域】
　◆森山ふれあい公園を活用したスポーツ交

流の促進
　◆健康診査の受診促進など健康づくりに対

する普及啓発

【飯盛地域】
　◆演劇による市民総参加型の
　　芸術・文化活動の推進
　◆地域コミュニティおよび生涯学習の拠点

施設となる「ふれあい施設」の整備

【高来地域】
　◆充実した施設を活用した各種競技大会の

開催によるスポーツの振興
　◆「湯江紙」や「そば」を活用した新しい

地場産業の育成

【小長井地域】
　◆カキなどの水産物やアスパラなどの農産

物のブランド化
　◆スポーツ施設の充実による健康増進およ

び地域コミュニティの活性化の推進

地域審議会
　市は、平成２２年３月
に地域振興計画の策
定について地域審議
会へ 諮  問 し、１０月に

し もん

答申を受けました。こ
の間、地域審議会では
地域が抱える問題や
課題について審議を重ね、現況把握のための現地
調査を行うなど、地域住民の声を市政に反映させ
るために熱心に取り組まれました。
　策定した地域振興計画は、地域審議会を中心と
した住民と市の協働作業によるものです。
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　３月定例市議会が、２月２５日から３月２４日までの
会期で開催され、平成２２年度一般会計補正予算（第
６号）や平成２３年度一般会計予算、諫早市議会議員
定数条例の一部を改正する条例など議案２７件、議員
提出議案２件、報告５件などが原案どおり可決・承認
されました。主な議決案件をお知らせします。

○平成２２年度一般会計補正予算（第６号）
（市財政課）

　まちづくり未来基金等積立金２６億１１６万７千円、地
方バス路線維持対策事業２億９５１万２千円などを計
上（補正後の予算額は６５０億７，６１０万円）しました。

○平成２３年度一般会計予算　　　　　　（市財政課）
　諫早市ビタミンプロジェクト事業、（仮称）新諫
早市体育館整備事業、中小企業振興資金融資事業、
生活基盤整備事業、地域リフレッシュ事業などを計
上しています。歳入歳出予算の総額は５７９億８，６００万
円となっています。

　市営諫早南墓園の墓地区画の使用申し込みを随
時受け付けています。　　　　　　（市環境政策課）
■墓園の場所
　栗面町５２３番地外
■申し込みができる人
　（１）諫早市内に住所を有する人
　（２）（１）以外の人で
　　①市内に本籍を有する人
　　②市内に墓地を有する人
　　③将来諫早市内に居住を希望する人
　※ただし、現在使用許可を受けている人は申し込
むことはできません。

■使用料など

※詳しくは市環境政策課へお尋ねください。

管理料（１年分）永代使用料区画面積

３，９６０円
市民　　　　４９６，８００円

６㎡
市外住民　　６６１，８００円

５，９４０円
市民　　　　７４５，２００円

９㎡
市外住民　　９９２，７００円

　市は、市民の目線と感覚に根ざした施策や事業の
立案に役立てることを目的に、市長がさまざまな活
動現場に出向き、市民の皆さんの活動の見学や体験・
交流などをしながら語り合う「市長のふれあい訪問」
を行っています。
　これまでの活動のいくつかをご紹介します。いず
れも、現場で携わる市民の皆さんから貴重なご意見
をいただき、理解を深める良い機会となりました。
◆日本食で交流
　いさはや国際交流センター主催の留学生やＡＬＴ
の皆さんなどとの交流事業である「日本食で交流」
を訪問しました。
　留学生やＡＬＴの皆さんなどが日本食の作り方を
教わる様子を見学したあと、参加された皆さんと一
緒に料理をいただきながら、異文化交流の重要性な
どについて意見を交わしました。
◆「となりぐみ探検隊」報告会
　諫早手話サークルによる「となりぐみ探検隊」の
活動報告会を訪問しました。
　ろうあ者の皆さんの防災マップを作製する「とな

りぐみ探検隊」の活動報告を見学したあと、参加さ
れた皆さんと災害時の障害者支援などについて意見
を交わしました。
　市長のふれあい
訪問は、随時受け
付けていますの
で、申し込みや問
い合わせなど詳し
くは、市企画政策
課までご連絡くだ
さい。
　（市企画政策課） 日本食で交流

「となりぐみ探検隊」報告会
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日
時：

５
月　

日
（
日
）
午
後
１
時　

分
〜

２２

２０

場
所：

本
明
川
光
江
橋
下
（
河
川
敷
）

　

水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
火
災

な
ど
の
事
故
の
発
生
の
際
、
迅
速
・
的
確

な
防
災
活
動
が
行
え
る
よ
う
関
係
機
関
が

合
同
で
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま

す
。

　

本
年
は
「
大
雨
に
よ
る
水
害
」「
直
下
型

地
震
に
よ
る
災
害
」
な
ど
を
想
定
し
た
救

助
・
復
旧
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
応
急
手
当
や
地
震
体
験

な
ど
の
「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も
計
画
し
て

い
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
総
務
課
）

（
主
催：

諫
早
市　

協
賛：

国
土
交
通

省
、
長
崎
県
）

　

市
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
ご
と
に
管
理

し
て
い
た
市
道
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
合
併
後
、
市
内
に
同
じ
名
称
の

市
道
が
複
数
存
在
し
た
り
、
１
つ
の
路
線

が
旧
市
町
界
で
２
つ
に
分
離
し
た
ま
ま
に

な
る
な
ど
、
市
内
の
全
市
道
を
一
括
管
理

す
る
う
え
で
支
障
が
生
じ
て
い
た
た
め
で

す
。

　

こ
の
再
編
に
よ
り
、
４
月
か
ら
市
道
の

名
称
な
ど
が
一
部
で
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
建
設
総
務
課
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
建
設
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建

　

設
課

　

多
良
見
町
舟
津
の
伊
木
力
・
元
釜
地
区

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
通
水
式
が
行
わ
れ
、
３

月　

日
か
ら
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

３１

　

同
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
窒
素
、
リ
ン

の
除
去
が
可
能
な
高
度
処
理
方
式
を
採
用

し
、
家
庭
排
水
な
ど
の
汚
水
を
き
れ
い
な

水
に
し
て
放
流
し
ま
す
。

　

今
後
も
、下
水
管
な
ど
の
整
備
を
進
め
、

約
２
、
３
０
０
人
の
汚
水
を
処
理
す
る
計

画
で
す
。
公
共
用
水
域
の
水
質
を
守
り
、

快
適
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
速
や
か

に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
市
上
下
水
道
局
下
水
道
課
）

　

３
月　

日
、
九
州
ガ
ス
株
式
会
社
が
１

２３

０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
か

ら
の
寄
附
は
、
昭
和　

年
に
同
社
の
現
会

４７

長
で
あ
る
栗
林
英
雄
さ
ん
が
、
父
の
故
春

男
氏
の
遺
志
を
受
け
て
「
本
市
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
」
と
多
額
の
寄
附
を
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
栗

林
さ
ん
と
同
社
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金

の
総
額
は
１
億
２
、
８
０
０
万
円
を
超
え

て
お
り
（
平
成　

年
度
末
）、
現
在
の
「
諫

２１

早
市
教
育
振
興
基
金
」
の
一
部
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
は
、
同
基
金
を
財
源
と
し
て
毎
年
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
た
ち

を
「
栗
林
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
と
し
て
表
彰
し

て
い
ま
す
。 

（
市
教
委
学
校
教
育
課
）▲芦塚社長から宮本市長へ
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■
市
役
所
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
で
部
長
級　

人
、
次
長
級

１６

　

人
、
課
長
級　

人
を
含
む
３
０
５
人
の

２０

６７

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
職
員
課
）

　

部
長
級
以
上
の
異
動
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
い
ず
れ
も
新
所
属
・
氏
名
・（
旧
所
属
）

の
順

【
異
動
者
】

▼
政
策
振
興
部
長　

谷
口　

啓
（
財
務
部

長
）　

▼
財
務
部
長　

西
山　

一
勝
（
財

務
部
次
長
）　

▼
健
康
福
祉
部
長　

川
口

　

秀
隆
（
商
工
部
次
長
）　

▼
市
民
生
活

環
境
部
長　

森　

康
則
（
生
活
環
境
部

長
）　

▼
農
林
水
産
部
長　

中
道　

正
春

（
農
林
水
産
部
次
長
）　

▼
商
工
振
興
部

長　

藤
山　

哲
（
都
市
整
備
部
次
長
兼
都

市
整
備
課
長
）　

▼
建
設
部
長　

寺
側　

厚
巳
（
都
市
整
備
部
長
）　

▼
総
務
部
理

事
（
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
派

遣
）　

中
山　

勝
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）　

▼
市
民
生
活
環
境
部
理
事
（
県
央

県
南
広
域
環
境
組
合
派
遣
）　

松
尾　

博

之
（
土
木
部
次
長
兼
土
木
総
務
課
長
）

【
退
職
者
】

堀
口　

忠
（
企
画
振
興
部
長
）、
本
田　

善
志
郎
（
健
康
福
祉
部
長
）、
森
永　

隆

彰
（
農
林
水
産
部
長
）、
才
木　

雅
人

（
商
工
部
長
）、
冨
松　

静
夫
（
土
木
部

長
）、
田
平　

満
（
総
務
部
理
事
）、
金
原

　

憲
昭
（
生
活
環
境
部
理
事
）

　（仮称）新諫早市体育館の建設工事が県立総合運動
公園（旧北側駐車場など）で進んでいます。
　工事期間中は、安全の確保のため看板の設置や交
通誘導員の配置などに加え、一般車両については工
事現場出入口前の園路を片側一方通行としていま
す。（原則として午前８時～午後６時（変更する場合
があります）、日・祝日を除きます）。この時間帯に
は、国道５７号からの進入ができませんのでご注意く
ださい。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
（新体育館の概要）
　新体育館は、鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）、

地上３階・地下１階、延床面積約１３，８００㎡と市内最
大級となります。地下１階は駐車場（１２２台）、１階
はメインアリーナ（バスケットボール・バレーボー
ル各２面など）、サブアリーナ（バスケットボール１
面、バレーボール２面など）、２階は観客席（１，４４８
席）です。
　平成２４年度中に供用開始の予定であり、平成２６年
に開催される「長崎がんばらんば国体」では、フェ
ンシング競技会場に決定しています。
　　　　　　　　　　　　　　（市スポーツ振興課）

概略図
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ぼんぼりの灯りに浮かぶ夜桜

光の乱舞を夢見て 春を呼ぶ恒例の野焼き 家族は私たちが守る！
　３月１３日、「眼鏡橋にホタルを飛ばそ
う会」が、眼鏡橋ホタル水路で市民と
共にホタルの幼虫を放流しました。

　３月２７日、大場町の岩屋口一帯の丘
陵地で、春を呼ぶ恒例行事となってい
る野焼きが行われました。

　３月１３日、小栗ふれあい会館で「第
６回女性防火のつどい」が開催。消火
器を使った消火訓練などを行いました。

　３月２４日から４月上旬まで諫早市商
工会森山支所前広場などで桜のライト
アップが行われました。期間中は、ぼ
んぼりの灯りに浮かぶ桜の花が、幻想
的な雰囲気をかもし出していました。

祝！諫早高等学校付属中学校開校
　４月８日、県立諫早高等学校に付属中学校が開校し、記念式典と中高合同の入学式が行われまし
た。同校は、今年度から中高一貫教育がはじまり、県内公立校では長崎東、佐世保北に続き３校目
になります。開校式では新しい校旗が披露され、石部邦昭校長が「創立１００周年の歴史的な年に付属
中学校という新しい歴史を刻むことができました」と喜びのあいさつを行いました。
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作品に囲まれ「ミモザ忌」 広げようボランティアの輪 菜の花を愛した郷土の詩人

世界に１つだけ！巣立ちの日　最後の校歌に涙
　３月２７日、いさはや国際交流センター主催の「イースター
（復活祭）」がこどもの城で行われました。子どもたちは卵に
絵を描いたりシールを貼ったり、思い思いに飾りつけ、個性
豊かな色とりどりのイースター・エッグ（復活祭の贈り物や
飾りにする装飾した卵）を作りました。

　３月１５日、市内１４の中学校で卒業式が行われ、１，４６２人の卒
業生が中学校を巣立ちました。明峰中学校では、９６人の生徒
が卒業。校長先生から一人ひとりに卒業証書が手渡された後、
たくさんのお祝いの言葉をいただき、最後は一生懸命校歌を
歌って思い出いっぱいの学び舎を後にしました。

　諫早市ゆかりの洋画家・野口弥太郎
をしのぶ「第３４回ミモザ忌」が３月２１
日、森山図書館で行われました。

（市民記者　山口）

　３月２７日、アエルほんまち通りで市
内７２ボランティア団体による「諫早市
ボランティアフェスティバル」が行わ
れました。　　　　　（市民記者　中村）

　諫早出身の詩人・伊東静雄の業績を
後世に伝える「第４７回菜の花忌」が３
月２７日、諫早公園で行われました。

（市民記者　吉田）

青空にすいすいと期待に胸膨らませ　小学校入学式
　４月７日、市内２８の小学校で入学式が行われ、１，２７９人の新
１年生が小学校へ入学しました。小野小学校の入学式では、
在校生が用意した花のアーチを通って５３人の新１年生が登場。
担任の先生から一人ひとり名前を呼ばれると元気良く「は
い！」と返事をして在校生にあいさつしました。

　４月１０日、真崎川に赤や黒、青などの色とりどりのこいの
ぼりがかけられました。これは、真崎町町内会が町おこしと
して平成２０年から行っているものです。当日は、川に沿って
吹く風をはらんでこいのぼりがいっせいに泳ぎ、見物客の目
を楽しませていました。
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平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・
都

２３

市
計
画
税
の
「
納
税
通
知
書
兼
課

税
明
細
書
」
と
「
納
付
書
」
を
４

月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。
所
有
さ

れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
所
在
地

や
面
積
、
評
価
額
、
相
当
税
額
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
市
資
産
税
課
お
よ

び
各
支
所
総
務
課
に
お
い
て
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
６
時
（
支
所

３０

は
午
後
５
時　

分
）
ま
で
土
地
・

１５

家
屋
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

課
税
明
細
書
の
記
載
内
容
で
ご
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
資
産
税
課

■
障
害
者
減
免

①
対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
人
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
で
、
障
害
の
内
容
、
車

の
所
有
者
・
運
転
者
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
す
も
の

②
申
請
に
必
要
な
も
の

　

車
検
証
、
運
転
免
許
証
、
障
害

者
手
帳
、
印
鑑
な
ど

■
障
害
者
用
特
殊
車
両
減
免

①
対
象

　

車
椅
子
昇
降
用
リ
フ
ト
を
装
備

し
て
い
る
場
合
な
ど
、
障
害
者

が
利
用
す
る
た
め
の
構
造
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

②
申
請
に
必
要
な
も
の

　

車
検
証
、
減
免
を
申
請
す
る
軽

自
動
車
の
写
真
、
印
鑑
な
ど

■
申
請
期
限

　

５
月　

日 
２４

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
税
課
ま
た
は
各
支
所
総
務

課

　　　
　

　

平
成　

年
４
月
１
日
診
療
分
か

２３

ら
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
お
よ
び
長

崎
市
所
在
の
医
療
機
関
で
の
受
診

に
加
え
、
長
崎
県
内
の
医
療
機
関

（
一
部
を
除
く
）
で
の
受
診
の
際

に
も
、
市
が
発
行
す
る
公
費
負
担

者
番
号
の
記
載
さ
れ
た
福
祉
医
療

費
の
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
医
療
機
関
で
の
保
険
診
療
分

の
お
支
払
い
が
、
福
祉
医
療
費
の

自
己
負
担
額
ま
で
で
済
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。　

■
福
祉
医
療
費
の
自
己
負
担
額

○
医
科
・
歯
科

　

診
療
１
日
に
つ
き
８
０
０
円
（
医

療
機
関
ご
と
、
月
上
限
１
、
６
０

０
円
）

○
保
険
調
剤

　

自
己
負
担
額
は
あ
り
ま
せ
ん

■
現
物
給
付
に
よ
る
医
療
費
助
成

　

を
受
け
る
た
め
に
は

　

受
診
の
際
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
、
公
費
負
担
者
番
号
が
記
載

さ
れ
た
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
外
の
医
療
機
関
で
の
受
診
な

ど
現
物
給
付
に
よ
る
受
診
が
で

き
な
い
場
合
は
、
後
日
市
に
申

請
す
る
こ
と
で
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
償
還
払
い
）。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
加
入
保
険
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
加
入
保
険
変
更
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

②
市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
、
受

給
資
格
の
喪
失
届
を
提
出
し
、

受
給
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
こ
ど
も
支
援
課

　

平
成　

年
４
月
分
か
ら
、
児
童

２３

扶
養
手
当
の
支
給
額
が
こ
れ
ま
で

の
手
当
額
よ
り
０
・
４
㌫
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
平
成　
２２

年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績

値
（
対
前
年
比
で
０
・
７
㌫
の
下

落
）
の
公
表
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
受
給
者
の
人
が
お
持
ち

の
児
童
扶
養
手
当
証
書
に
記
載
し

て
あ
る
手
当
月
額
は
、
次
の
と
お

り
４
月
分
（
８
月
支
給
分
）
か
ら

変
更
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
こ
ど
も
支
援
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金

の
保
険
料
納

付
が
困
難
な

学
生
は
、
申

請
す
る
と
納

付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

度
ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申

請
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成　

年
度
に
申
請
し
承
認
さ

２２

れ
た
人

　

平
成　

年
度
も
在
学
予
定
の
人

２３

へ
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き

形
式
の
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
在
学
す
る
人

は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

■
初
め
て
申
請
す
る
人
・
学
校
が

変
わ
っ
た
人

　

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、

印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高

等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
承
認

対
象
学
校
に
在
籍
す
る　

歳
以

２０

上
の
学
生

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

住
民
福
祉
課
、
諫
早
年
金
事
務

所
（�
　

・
１
６
６
６
）

２５

平成２３年３月１日現在
（ ）内前年同月比

人口１４０，７４６人（－４０５）
　男６６，１５４人（－２３７）
　女７４，５９２人（－１６８）
世帯５１，４２６戸（＋３８５）

児
童
扶
養
手
当
額
改
定
の
お
知

ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
の
現
物
給
付
に

よ
る
助
成
対
象
医
療
機
関
が
拡
大

国
民
年
金
に
加
入
の
学
生
へ

課
税
明
細
書
と
納
付
書
を
発
送

し
ま
す

改正後の手当額
平成２３年度
４月分から

平成２２年度
３月分まで

　４１，５５０円　４１，７２０円全部支給（月額）

　４１，５４０円
～９，８１０円

　４１，７１０円
～９，８５０円一部支給（月額）

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
第
１
期
分
）お
よ
び
軽
自
動
車

税
（
全
期
分
）
は
、
５
月　

日 
３１

が
納
期
限
で
す
。期
限
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
付
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

局
、各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、便
利
な

口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
納
税
課

納
期
を
お
忘
れ
な
く
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市
は
、
水
道
水
の
水
質
検
査
に

つ
い
て
、
検
査
の
項
目
や
頻
度
な

ど
の
検
査
内
容
を
定
め
た
「
平
成

　

年
度
諫
早
市
水
道
局
水
質
検
査

２３計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、水
道
水
の
品
質
を
守
り
、

安
全
で
安
心
な
水
を
提
供
し
ま

す
。

※
こ
の
計
画
は
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
本
館
４
階
）
お

よ
び
市
上
下
水
道
局
、
各
支
所

水
道
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.isahay

a.nagasaki.jp/

）で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
上
水
管
理
セ
ン
タ
ー

（�
　

・
５
５
７
９
）

２３

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
消

費
者
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
講
師
を
派
遣
し
、
各
種
テ
ー

マ
で
講
話
を
行
い
ま
す
。　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
町
内
会
、
老
人

会
、
婦
人
会
な
ど
の
団
体
か
ら
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
開
催
さ

れ
る
学
習
会
に
伺
い
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
講
話
テ
ー
マ
の
例

○
悪
質
商
法
に
つ
い
て

○
消
費
者
問
題
の
被
害
防
止
に
つ

い
て　

な
ど

※
講
師
料
・
交
通
費
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（�
　

・
３
１
１
３
）

２２

　

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間
で

す
。
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
本
市
で

は
消
費
者
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
生
活
学
校
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　

５
月　

日 

午
後
１
時　

分
〜

１３

３０

■
と
こ
ろ

　

西
諫
早
地
区
セ
ン
タ
ー
内
広
場

■
内
容

○
消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ
、
生
活

学
校
活
動
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り

○
消
費
生
活
問
題
に
係
る
パ
ネ
ル

展
示

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（�
　

・
３
１
１
３
）

２２

　

４
月　

日 

か
ら
５
月　

日 

１５

１５

ま
で
の
１
カ
月
間
は
、
春
の
農
作

業
安
全
月
間
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
県
内
の
農
作
業
に

よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
事
故
原
因
の
約
半
数
が
高
齢

者
に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農

業
機
械
の
運
転
操
作
の
誤
り
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

作
業
は
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り

な
が
ら
行
い
、
ひ
と
り
で
の
作
業

を
避
け
、
ご
家
族
に
作
業
場
所
と

帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
る
な
ど
、
家

族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
で
農
作

業
事
故
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
農
業
振
興
課

■本庁定期開催分
　ところ／市民相談室（高城会館３階）
　問い／市民相談室（�２２－３１１３）
�法律相談
　９日�、１６日�、２３日�
　午後１時～４時、午前１１時に受付・抽選
（電話予約不可、定員９人）
�遺言・契約等相談
　２４日�　午後１時～４時
�登記相談
　１０日�　午前１０時～午後３時
�不動産相談
　１１日�　午前９時～正午
�交通事故相談
　１１日�　午後１時～３時
　１７日�　午前１０時～午後４時
�人権相談
　１２日�、１９日�、２６日�
　午前１０時～午後３時
※支所定期開催分
　多良見支所相談室２６日 午前９時～午後１時
　森山支所相談室１２日 午前１０時～午後３時
　高来支所小会議室１２日 午前９時～午後１時
　小長井支所相談室１２日 午前９時～午後１時
�行政相談
　６日�、１３日�、２０日�、２７日�
　午前１０時～午後３時
※支所定期開催分
　多良見支所相談室２７日 午前１０時～午後１時
　森山支所相談室２０日 午前１０時～午後３時
　飯盛支所相談室１３日 午前１０時～午後１時
　高来支所相談室２０日 午前１０時～午後１時
　小長井支所相談室１３日 午前１０時～午後３時
�消費生活相談・一般相談
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前８時３０分～午後５時
　ところ／市消費生活センター、各支所
　問い／市消費生活センター（�２２－３１１３）

■その他開催分
�草花・樹木に関する相談
　１１日�、１８日�、２５日�
　午前９時～午後４時
　ところ／市役所本館玄関ホール
　問い／市緑化公園課

�住宅相談
　１９日�
　午前１０時～午後４時
　ところ／市民センター
　問い／建設長崎諫早支部（�２４－３８００）

�少年センター相談（いじめ・不登校）
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前９時～午後５時
　ところ／市役所第４別館
　問い／少年センター（�２４－３７３７）

（５月）

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し

た

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

春
の
農
作
業
安
全
月
間

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

春の全国交通安全運動　５月１１日�～２０日�
○５月２０日�は全国一斉「交通事故死ゼロ」を目指す日

【スローガン】行けるかな　渡れそうでも　待つ勇気
【運動の重点】
①子どもと高齢者の交通事故防止　②飲酒運転の根絶　③全ての座席のシートベルト
とチャイルドシートの正しい着用の徹底　④自転車の安全利用の推進
【特別広報】
夕暮れ時における早めの点灯、雨天・曇天時の点灯

市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111
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広報 諫早 ２０１１年（平成２３年）５月号 20

　

７
月　

日 

に
地
上
ア
ナ
ロ
グ

２４

放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
し
ま
す
。
買
い
替
え

や
故
障
に
よ
り
テ
レ
ビ
を
廃
棄
す

る
場
合
は
、
家
電
小
売
店
な
ど
に

ご
相
談
い
た
だ
く
か
「
指
定
引
取

場
所
」
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。　

処
理
の
際
は
次
の
表
の
と

お
り
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
・

運
搬
料
金
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、「
指
定
引
取
場
所
」
に

搬
入
す
る
場
合
は
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市

は
テ
レ
ビ
の
収
集
を
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

た
は
山
林
な
ど
に
不
法
投
棄
す
る

と
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
指
定
引
取
場
所

　

㈱
長
崎
ス
ク
ラ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

　
（
津
久
葉
町
６
・　

（�
　

・
８
３

８３

４９

　

０
０
））

①
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認
し
、

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
製
品
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
確
認

し
、
事
前
に
郵
便
局
で
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
環
境
政
策
課
ま

た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、

簡
易
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
が
無
償
で
給
付

さ
れ
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■
給
付
対
象
世
帯

○
地
デ
ジ
化
が
お
済
み
で
な
い
世

帯
で
あ
る
こ
と

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ

と
○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
契
約
世
帯
で

あ
る
こ
と

■
申
込
期
限

　

７
月　

日 
２４

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
０
５
７
０
・
０
２
３
７
２

４
）、（�
０
４
３
・
３
３
２
・

２
５
２
５
）、（�
０
４
３
・
３

０
２
・
０
２
８
４
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
土
・

日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

　　

市
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
を
補

助
し
ま
す
。

■
要
件

○
個
人
が
市
内
の
居
住
用
住
宅

（
店
舗
・
事
務
所
な
ど
兼
用
住

宅
を
含
む
）
に
新
た
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
（
未
使
用
品
に

限
る
）
を
設
置
す
る
場
合

○
個
人
が
市
内
に
居
住
用
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
未
使
用
品

に
限
る
）
付
き
新
築
住
宅
（
店

舗
・
事
務
所
な
ど
兼
用
住
宅
を

含
む
）
を
購
入
す
る
場
合

※
共
同
住
宅
・
別
荘
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
内
容

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
１
基
当

た
り
６
万
円
（
定
額
）

　

た
だ
し
、
１
世
帯
に
つ
き
１
基

限
り
と
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成　

年
４
月
か
ら

２３

※
先
着
順
に
受
け
付
け
を
開
始

し
、
予
算
の
額
に
達
し
た
場
合

は
終
了
し
ま
す
。

■
手
続
き

　

市
環
境
政
策
課
ま
た
は
各
支
所
住

民
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
環
境
政
策
課

　

こ
の
支
援
事
業
は
、
戸
建
木
造

住
宅
の
所
有
者
に
対
し
、
耐
震
診

断
、
耐
震
改
修
計
画
作
成
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
発

生
時
に
お
け
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅　
　
　

○
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
建

５６

３１

築
さ
れ
た
戸
建
木
造
住
宅

○
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

■
対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
市
税
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
人

■
補
助
の
内
容　

○
耐
震
診
断
支
援

　

耐
震
診
断
に
要
す
る
経
費
４
万

５
千
円
の
う
ち
３
万
円
を
補
助

し
ま
す
。

○
耐
震
改
修
計
画
作
成
支
援

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
住
宅
の
改

修
計
画
作
成
に
対
し
、
作
成
費

の
３
分
の
２
（
上
限
７
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

○
耐
震
改
修
工
事
支
援

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
住
宅
の
改

修
工
事
に
対
し
、
工
事
費
の
４

分
の
１
（
上
限　

万
円
）
を
補

３０

助
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
予
算
の
額
に
達
す

る
と
受
け
付
け
を
終
了
し
ま

す
。
な
お
最
終
期
限
は
、　

月
１１

　

日 

ま
で
と
し
ま
す
。

３０
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
建
築
住
宅
課

　

来
春
大
学
な
ど
卒
業
予
定
者
や

既
卒
未
就
職
者
を
対
象
と
し
て
、

地
元
企
業
担
当
者
と
の
合
同
面
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
企
業

へ
の
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
別
の
就
職
相
談
も
実

施
し
ま
す
。

■
と
き

　

５
月　

日 
２５

　

午
後
１
時
〜
４
時
（　

時　

分

１２

３０

か
ら
受
付
開
始
）

■
と
こ
ろ

　

諫
早
観
光
ホ
テ
ル
道
具
屋
（
金

谷
町
８
・
７
）

■
参
加
企
業

　

約　

社
程
度

２０

※
詳
し
く
は
、
諫
早
公
共
職
業
安

定
所
（�
　

・
８
６
０
９
）
へ

２１

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市内の自転車盗難の発生状況（平成２３年３月末現在）
３０件（うち施錠なし：１９件（情報提供／諫早警察署）
自転車を購入したときは、必ず防犯登録をしましょう！

安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支

援
事
業
の
お
知
ら
せ

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
給
付

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

県
央
地
域
大
学
な
ど
合
同
企
業

面
談
会
の
開
催

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に

伴
う
テ
レ
ビ
の
廃
棄
に
つ
い
て

テレビ

１，７８５円～３，７９５円リサイクル料金
（税込）

家電小売店が設定収集・運搬料金

※リサイクル料金は、メーカーで異なります。
※収集・運搬料金は、家電小売店で異なります。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
ご
み

収
集
日
程
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

近
隣
住
民
に
悪
臭
な
ど
の
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
収
集
日
以
外

は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（
市

内　

カ
所
）
は
、
一
部
を
除
き

２０
毎
日
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
環
境
政
策
課
ま

た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
健
康
い
さ
は
や　

（
諫
早
市
健

２１

康
増
進
計
画
）」
は
、
元
気
で
活
動

で
き
る
期
間
を
延
ば
す
こ
と
や
健

や
か
な
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成　

年
に
策

１８

定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
を
平
成　

年
度
ま
で

２２

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
や
県
の

健
康
増
進
計
画
の
期
間
延
長
を
受

け
て
、平
成　

年
度
ま
で
延
長
し
、

２４

市
民
が
主
体
と
な
る
健
康
づ
く
り

を
地
域
・
関
係
団
体
・
行
政
で
構

成
す
る
「
諫
早
市
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
」
が
中
心
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

計
画
期
間
を
延
長
す
る
に
あ
た

り
、①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
対
策
、

②
「
学
齢
思
春
期
」
や
「
成
人
」

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
③
「
休
養
・

心
の
健
康
づ
く
り
」
や
「
社
会
と

の
か
か
わ
り
」、④
推
進
体
制
に
よ

り
さ
ら
な
る「
健
康
づ
く
り
運
動
」

を
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

諫
早
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
活
動
を
「
健
康
い
さ
は
や　
２１

応
援
隊
ナ
ビ
！
」
と
題
し
、
次
の

と
お
り
展
示
し
ま
す
。

■
掲
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
市
役
所
本
館
1
階
ホ
ー
ル

　

４
月　

日 

〜
５
月　

日 

１９

１３

○
飯
盛
支
所
ホ
ー
ル

　

５
月　

日 

〜　

日 

１６

２０

○
真
津
山
出
張
所
ホ
ー
ル

　

５
月　

日 

〜　

日 

２３

２７

○
小
長
井
支
所
ホ
ー
ル

　

５
月　

日 

〜
６
月
３
日 

３０

○
高
来
支
所
ホ
ー
ル

　

６
月
６
日 

〜　

日 
１０

○
森
山
公
民
館 

　

６
月　

日 

〜　

日 

１３

１７

○
多
良
見
支
所
ホ
ー
ル

　

６
月　

日 

〜　

日 

２０

２７

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（�
　

・
０
７
０
０
）

２７

　
■
と
き

　

５
月　

日 
１４

　
　

時　

分
〜
午
後
４
時

１２

３０

■
と
こ
ろ

　

な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー
（
永

　

昌
町　

・
６
）

２３

■
内
容

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

○
看
護
の
日
式
典

○
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表

○
記
念
講
演

「
い
の
ち
の
ま
つ
り
」

　

講
師
／
草
場
一
壽
先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
看
護
協
会　

県
央
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
（�
　

・
８
０
６
７
）

４９

　

原
爆
被
爆
者
の
健
康
診
断
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
対
象
者
に

は
長
崎
県
健
康
事
業
団
か
ら
通
知

し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
診
断
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
指
定

さ
れ
た
医
療
機
関
に
お
い
て
「
希

望
に
よ
る
一
般
健
康
診
断
お
よ
び

が
ん
検
診
」
を
年
間
を
通
し
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
日
程
・
会
場

　

５
月　

日 
１０

　

森
山
公
民
館

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時　

分
〜　

時
、
午
後

３０

１１

　

１
時
〜
２
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
健
康
事
業
団

（�
　

・
７
１
３
１
）

４３

　

希
望
者
は
、
市
福
祉
総
務
課
お

よ
び
各
支
所
住
民
福
祉
課
、
各
出

張
所
ま
た
は
県
央
保
健
所
で
、
平

成　

年
２
月　

日 

ま
で
に
申
し

２４

１０

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
交

付
さ
れ
た
受
診
票
を
持
っ
て
、
平

成　

年
２
月　

日 

ま
で
に
指
定

２４

２９

さ
れ
た
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が

原
爆
被
爆
者
で
、
昭
和　

年
６

２１

月
４
日
以
降
（
広
島
被
爆
者
の

場
合
は
６
月
１
日
以
降
）
に
生

ま
れ
た
人
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
原
爆
被
爆
者
援
護
課
（�
０

９
５
・
８
９
５
・
２
４
７
５
）、県

央
保
健
所
（�
　

・
３
３
０
６
）

２６

ま
た
は
市
福
祉
総
務
課

市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
ご
み

収
集
日
程

健
康
い
さ
は
や　

の
計
画
期
間

２１

を
延
長
し
ま
し
た

平
成　

年
度
第
１
回
原
爆
被
爆

２３

者
健
康
診
断
（
５
月
実
施
分
）

平
成　

年
度
原
爆
被
爆
者
二
世

２３

無
料
健
康
診
断

収集する日収集をしない日収集地区

５月６日 ５月３日 火・金曜日

５月７日 ５月４日 水・土曜日

５月９日 ５月５日 月・木曜日

※４月２９日�の収集地区分については、
　翌日（３０日�）に収集

看
護
の
日
記
念
事
業

第１４５回土橋貞恵翁祭
　江戸時代末期、私財を投じて地域に奉仕
した「土橋貞恵翁」の遺徳をしのび、また
その徳行が後世に広く語り継がれること
を願い、「第１４５回土橋貞恵翁祭」が開催さ
れます。
■と　き／５月９日 午前１０時～
■ところ／森山東小学校体育館
■内　容／頌徳歌斉唱や児童による発表  
                 など
■問い合わせ先／森山支所総務課（�３６－１１１１）
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男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月　
２３

日
〜　

日
）
の
Ｐ
Ｒ
と
「
男
女
共

２９

同
参
画
」
を
身
近
な
問
題
と
し
て

意
識
し
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う「
男
女
共
同
参
画
」を
テ
ー

マ
に
し
た
「
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
「
写
真
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
人

■
応
募
期
限
／
５
月　

日 

必
着

２０

■
表
彰
／
最
優
秀
作
品
と
優
秀
作

品
は
、
表
彰
、
記
念
品
の
贈
呈

を
行
い
ま
す
。
表
彰
式
は
、
６

月　

日 

の
予
定
で
す
。

２６

■
注
意
事
項

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
未
発
表
の
自
作
の
作
品

に
限
り
ま
す
。
本
市
の
男
女
共

同
参
画
啓
発
活
動
に
使
用
し
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
他
の
作
品
の
模
倣
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
入
賞
決
定
後
で

あ
っ
て
も
賞
を
取
り
消
し
ま

す
。

○
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
送

信
の
場
合
は
受
信
確
認
の
返
信

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
2
日
過

ぎ
て
も
返
信
が
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

①
募
集
内
容
／
身
近
な
人
（
夫
・

妻
、
子
ど
も
、
父
・
母
、
祖
父
・

祖
母
、
友
人
、
同
僚
な
ど
）
へ

の
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

②
作
品
形
式
／
作
品
は
、
本
文
が

１
〜
３
行
で
最
大　

文
字
程
度

４５

ま
で（
１
行　

字
）。
作
品
の
最

１５

初
に
、
あ
て
名
（
お
父
さ
ん
へ 

な
ど
）
と
タ
イ
ト
ル
を
記
入

③
応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１

通
に
１
作
品
を
、
は
が
き
（
〒

８
５
４
・
０
０
１
６
高
城
町
５
・

　

）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（�
　

・

２５

２４

１
５
８
０
）、
電
子
メ
ー
ル
（d

anjo@
city.isahaya.nagas

aki.jp

）
で
、
市
人
権
・
男
女
参

画
課
「
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

係
」
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
当

課
へ
持
参
も
可
）
一
人
何
作
品

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
写
真
部
門

①
募
集
内
容
／
作
品
の
テ
ー
マ

「
○
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

仕
事
や
生
活
で
自
分
ら
し
い
生

き
方
を
し
て
い
る
女
性
や
男
性

○
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
る
姿
（
家

事
や
育
児
、
介
護
な
ど
を
分
担

し
て
積
極
的
に
行
う
男
女
な

ど
）」
を
撮
影
し
た
写
真
で
す
。

②
作
品
形
式
・
応
募
方
法
／
プ
リ

ン
ト
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

（
J
P
E
G
）。作
品
に
は
指
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集

要
領
を
確
認
い
た
だ
く
か
、
市

人
権
・
男
女
参
画
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
写
真
作
品

の
募
集
要
領
を
送
り
ま
す
。

③
そ
の
他
／
応
募
は
、
１
人
３
点

ま
で（
入
賞
は
１
人
１
点
）。
被

写
体
の
肖
像
権
侵
害
を
避
け
る

た
め
、
応
募
作
品
は
必
ず
被
写

体
本
人
か
ら
承
諾
と
広
報
な
ど

へ
の
使
用
許
可
を
得
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
人
権
・
男
女
参
画
課

（�
　

・
１
５
８
０
）

２４

　　

市
民
を
対
象
と
し
た
「
の
ん
の

こ
健
康
大
学
」
を
開
校
し
ま
す
。

専
門
の
医
師
が
わ
か
り
や
す
く
役

に
立
つ
講
座
を
行
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　

５
月
〜　

月
（
第
２
・
第
４
土

１０

曜
日
）
開
校
日
５
月　

日 
１４

※
１
講
座
に
つ
き
１
時
間
程
度
、

　

１
日
２
講
座
ず
つ　

回
開
催

１０

■
と
こ
ろ

　

諫
早
医
師
会
館

■
定
員

　
　

人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締

８０め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
は
が
き
（
〒
８

５
４
・
０
０
７
２
永
昌
町　

・
２３

　

）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（�
　

・

２３

２５

３
１
０
０
）
で
諫
早
医
師
会
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諫
早
医
師
会

（�
　

・
２
１
１
１
）

２５

　

将
来
、
手
話
奉
仕
活
動
に
参
加

を
希
望
す
る
人
な
ど
を
対
象
と
し

た
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

開
き
ま
す
。

■
課
程
／
①
入
門
②
基
礎

■
対
象
／
①
入
門
課
程
は
、　
１８

歳
以
上
で
初
め
て
手
話
を

学
ぶ
人
②
基
礎
課
程
は
、
入

門
課
程
修
了
者
ま
た
は
手

話
を
２
年
以
上
習
っ
た
こ

と
が
あ
る
人

■
日
程
な
ど

①
入
門
課
程

　

６
月
６
日 

〜　

月　

日

１２

１９

 

毎
週
月
曜
日
○
昼
の
部

（
午
前　

時
〜
正
午
）
○
夜

１０

の
部
（
午
後
７
時　

分
〜
９

３０

時　

分
）、
各
定
員　

人

３０

４０

②
基
礎
課
程

　

６
月
６
日 

〜　

月　

日

１２

１９

 

毎
週
月
曜
日
○
昼
の
部

（
午
前　

時
〜
正
午
）
○
夜

１０

の
部
（
午
後
７
時　

分
〜
９

３０

時　

分
）、
各
定
員　

人

３０

４０

■
と
こ
ろ

　

諫
早
市
社
会
福
祉
会
館

■
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
と
し

て
入
門
課
程
１
、
５
０
０
円
、

基
礎
課
程
２
、
０
０
０
円
）

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
希
望
コ
ー

ス
・
職
業
・
電
話
番
号
・
志

望
動
機
・
返
信
の
表
書
き
を

記
入
し
、
５
月　

日 

ま
で
に

３１

市
障
害
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
障
害
福
祉
課　

平
成　

年
度
男
女
共
同
参
画
「
心

２３

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
「
写
真
」

の
ん
の
こ
健
康
大
学
受
講
者

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
者　山茶花高原タコ揚げ大会　

　■とき／４月２９日 
★あぐうDAY　
　震災復興を願い風船をあげよう
　■時間／午前１０時３０分～
　■内容／創作ダココンテスト・タコ作り体
　　験教室・タコ揚げ名人芸披露など
★フリーマーケット
　■時間／午前１１時～午後４時
　■ところ／物産販売所前駐車場
★山茶花高原フェスティバル
　■時間／午後１時～
　■ところ／ハーブ園噴水広場前　
■問い／タコ揚げ大会実行委員会（小長井支所内）
　（�３４－２１１１）

海賊戦隊ゴーカイジャーショー
■とき／５月３日 
　１回目正午～、２回目午後２時～
■ところ／ハーブ園噴水広場　
　（観覧は無料ですがハーブ園の入園料は必要）
さざんか押し花作品展　
■とき／５月１日 ～５日 
■ところ／ハーブ園特設ギャラリー
　（作品展示・販売）
竹とんぼ飛ばし大会　
■とき／５月４日 、５日 　午後２時～
■ところ／風の丘広場
■参加費／無料（参加賞有）
■問い／小長井高原ピクニックパーク・ハーブ
　園（�３４－４３３３）

山
茶
花
高
原
の
G
W
情
報
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市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111

中小企業事業拡大支援資金
中小企業等経営安定資金

中小企業振興資金資金名
特別改善貸付資金一般貸付資金

市内に事業所がある中小
企業者で、事業所や店舗
などの新築・増改築およ
び設備の導入・整備を行
う者

市内に住所を有している商工
中金の所属団体で、構成員の
３分の２以上が市内で１年以
上継続して事業を営んでおり、
最近６月間の売上高が前年同
期に比して１０％以上減少して
いる団体

商工中金の所属団体であ
る事業協同組合、事業協
同小組合または商工組合
の構成員であり、本市に
おいて１年以上継続して
事業を営んでいる者

商工中金の所
属団体であり
市内に住所を
有している者

市内に１年以上住所を有
し、１年以上継続して事
業を営んでいる中小企業
者

対　　象

２，０００万円
（運転資金は設備投資額
が限度）

２億円
売上高の減少が２０％以上の場
合、３億円

２，０００万円５，０００万円２，０００万円融資限度額

運転資金、設備資金使　　途

７年以内（１年以内）７年以内（２年以内）短期　１年以内
長期　５年以内

１０年以内
（１年以内）

貸付期間
（据置期間）

一般　１．９％
中心市街地活性化区域１．７％
商店街まちづくり協定に適合
１．５％

１．７％短期　１．４％
長期　１．９％１．８％貸付利率

原則として県信用保証協
会の取扱による商工中金の定めるところによる

信用保証協会の取扱によ
る（緊急措置として最大
０．５５％を減額）

保証料

十八銀行・親和銀行・たちばな
信用金庫・長崎銀行・西日本シ
ティ銀行・九州ひぜん信用金庫

商工組合中央金庫長崎支店
十八銀行・親和銀行・たちばな
信用金庫・長崎銀行・西日本シ
ティ銀行・九州ひぜん信用金庫

取扱金融機関

　中小企業者を対象に、事業経営に必要な運転資金や設備資金の融資を行っています（下表参照）。
　また、市中小企業振興資金を活用して融資を受ける際に係る保証料の一部を、市が長崎県信用保証
協会に補給し、利用者の負担軽減を行っています。　　　　　　　　　　　   　　　　（市商工観光課）

●補給率／１件あたり最大０．５５％（ただし、負担下限０．４５％）
※通常は、保証金額に応じて、信用保証協会の取扱いにより、０．４５％～１．９％を利用者が保証料と
　して負担する。
●対象者／市中小企業振興資金融資事業の融資を受ける中小企業
●実施期間／平成２４年３月３１日まで（実施期間中に信用保証協会の保証承諾を受けたもの）

■中小企業制度融資一覧

市中小企業融資制度をご利用ください

　本明川では、川が短く急なため、山に降った雨はいっ
きに諫早市街地付近まで到達します。このような川で
は、川の異変を素早くキャッチし、早めの避難行動に
移すことが命を守る鍵です。
　今回、川の中を見なくても川の状態を知る方法とし
て、半造川の埋津橋（西郷町）に「川の警告灯」を設
置しました。（昨年、「JR鉄道橋上・裏山橋・公園橋・
諫早橋」の４カ所に設置）
　埋津橋の「川の警告灯」は、埋津観測所の水位が
「はんらん危険水位（レベル２）に達したときに黄色、
「避難判断水位（レベル３以上）」に達したときに赤色
の警告灯が回転します。また、今回新たに諫早橋に危
険度レベルの現地表示も行っています。
■問い合わせ先
　国土交通省長崎河川国道事務所調査第一課
（�０９５－８３９－９２１１）

▲川の警告灯（埋津橋）

▲水位危険度レベルと
　行動の目安

▲川の防災情報携帯版



■事業のおたずねは／健康福祉センター（�２７－０７００）多良見支所住民福祉課（�４３－１１１１）森山保健センター（�３５－２８６６） 飯盛支所住民福祉課（�４８－１１１１）高来支所住民福祉課（�３２－２１１１）小長井支所住民福祉課（�３４－２１１１）

健
康
＆
子
育
て

広報 諫早 ２０１１年（平成２３年）５月号 24

接種方法など対象年齢予防接種名
１回接種生後３月～６月未満ＢＣＧ

定期
接種

３～８週間の間隔で３回接種【１期初回】標準で生後３月～１２月（生後３月～９０月未満）三種混合（ジフテリア、百
日せき、破傷風） １回接種【１期追加】初回完了後１年～１年半（生後３月～９０月未満）

１回接種標準で小学校６年生（１１歳～１３歳未満）二種混合（ジフテリア、破傷風）

麻しん風しん混合（MR）ワクチンを各期
１回接種
（実施期間：平成２４年３月３１日まで）

【１期】生後１２月～２４月未満
麻しんおよび風しん 【２期】５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間にある者

（平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生）
【３期】中学校１年に相当する年齢にある者
（平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生）麻しん、風しん

（平成２０～２４年度）
（※１） 【４期】高校３年に相当する年齢にある者

（平成５年４月２日～平成６年４月１日生）
１～４週間の間隔で２回接種【１期初回】標準で３歳（生後６月～９０月未満）

日本脳炎
（※２） １回接種（１期初回終了後概ね１年後）【１期追加】標準で４歳（生後６月～９０月未満）

１回接種【２期】標準で小学校４年（９歳～１３歳未満）
４～８週間の間隔で３回接種【初回】標準で生後２月～７月未満（生後２月～５歳未満）ヒブ

（※３）

任意
接種

１回接種【追加】初回終了後概ね１年後（生後２月～５歳未満）
４～８週間の間隔で３回接種【初回】標準で生後２月～７月未満（生後２月～５歳未満）小児用肺炎球菌

（※３） 初回終了後６０日以上の間隔で１回接種【追加】標準で生後１２月～１５月（生後２月～５歳未満）

３回接種（初回接種の１カ月、６カ月後）
中学１年生から高校２年生までに相当する年齢の女性
（平成６年４月２日～平成１１年４月１日生）※高校２年生に相当す
る年齢の女性は９月末までに１回目の接種をした人に限ります。

子宮頸がん予防
（※１）

　次の予防接種は、指定の医療機関で年間を通じて接種できますので、かかりつけ医療機関とご相談のうえ、お子様
の健康状態がよい時に受けてください。接種に際してはワクチンなどの準備がありますので、必ず医療機関への事前
予約を行ってください。また、保護者同伴で母子健康手帳をご持参ください。
※一時的に見合せていました、ヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチン接種は、４月１日から再開しています。
また子宮頸がんワクチンは、現在、供給不足のため２回目および３回目の接種を優先していますので、初回接種の
人は接種を差し控えてください。 ��������������������������� （健康福祉センター）

（※１）麻しんおよび風しん予防接種の３期、４期および子宮頸がん予防ワクチンは、あらかじめ保護者が記入した
予診票・同意書（子宮頸がん予防ワクチンの場合のみ）を持参すれば、保護者同伴なしで接種できます。

（※２）日本脳炎の予防接種は、制度改正により１期接種分が未接種である場合、２期の対象期間内で１期未完了分
が接種できます。

（※３）ヒブ、小児用肺炎球菌は、接種開始月 (年 ) 齢により、接種回数が異なります。詳しくは接種医療機関にお尋
ねください。

   保護者が子育てに対して感じ
ている不安や負担などの相談に、
臨床心理士と家庭相談員が応じ
ます。お気軽にご相談ください。
相談は予約制です。相談日の前日
までにご予約ください。
■平成２３年度相談日程

■申込・問い合わせ先／市こども支援課（�２２－１５００）

※ウオーキング、ニュースポーツ教室は雨天中止。
※のんのこ２１サーキット・のんのこ体操は定員があるため
要申込。

※水筒・タオル持参。教室開催に伴う保険には加入してい
ませんのでご了承ください。

■問い合わせ先／市運動普及推進員協議会事務局（�２７－０７００）

ところとき
市民ウオーキング（５～６ kmコース）

小栗ふれあい会館
午前９時～１１時３０分

５月１４日 
長田みのり会館５月２１日 
飯盛支所５月２８日 

ニュースポーツ教室（ペタンク）
眼鏡橋前芝生広場午前９時３０分～１１時５月２３日 

のんのこ 21サーキット
健康福祉センター、
たらみ会館午後１時３０分～３時毎週月曜日

高来会館午後８時～９時３０分毎週金曜日
のんのこ体操

健康福祉センター午前１０時～１１時３０分毎週火曜日
西諫早ふれあい会館午後１時３０分～３時毎週水曜日

ところとき
健康福祉センター

午後２時

　　～４時

５月２４日
高来支所６月２８日
健康福祉センター７月２６日
小長井文化ホール８月２３日
健康福祉センター９月２７日
森山保健センター１０月２５日
健康福祉センター１１月２２日
飯盛支所１２月２０日
健康福祉センター１月２４日
たらみ図書館２月２８日
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5 月
※対象地域は、中央が「諫早・上山・北諫早・上諫早小学校区」、北部が「西諫早・本野・御館
山・真城・真崎小学校区」、南部が「森山地域、小野・小栗・みはる台・有喜小学校区」、東部
が「小長井・高来地域、長田小学校区」、西部が「多良見・飯盛地域、真津山小学校区」です。

受付時間ところとき対象者対象地域事業名
県内医療機関で個別健康診査を実施しています。
（受診票が必要です）

４～５カ月児
１０～１１カ月児全域乳　　児

健康診査

午後１時～１時１５分

森山保健センター９日�

生後１２月まで

南部

乳　　児
健康相談

多良見体育センター１０日�西部（多良見・真津山）

健康福祉センター１６日�北部

小長井文化ホール２４日�東部（小長井）

健康福祉センター３１日�中央

午後１時～１時１５分

健康福祉センター１２日�平成２１年８月２６日
～９月２５日生中央

１歳６カ月児
健康診査

高来会館１８日�平成２１年９月
～１１月生東部（長田・高来）

森山保健センター２５日�平成２１年９月６日
～３０日生南部

多良見体育センター２６日�平成２１年９月１１日
～１０月５日生西部（多良見・真津山）

健康福祉センター２７日�平成２１年８月２６日
～９月２５日生北部

小長井文化ホール２７日�平成２１年８月～１１月生東部（小長井）

※歯科医院での個別健康診査を実施しています。
※対象者には前月に個人通知をします。平成２０年１１月生全域２歳６カ月児

歯科健康診査

１２時４５分～午後１時

健康福祉センター１３日�平成１９年１１月生北部

３歳児
健康診査

森山保健センター１７日�平成１９年１１月６日
～１２月１０日生南部

多良見体育センター１９日�平成１９年１１月１日
～１１月２０日生西部（多良見・真津山）

健康福祉センター２０日�平成１９年１１月生中央

小長井文化ホール２７日�平成１９年８月～１１月生東部（小長井）

問い合わせ先ところ支援センター名（保育園）
２２－２２８０野中町５０８－７中央子育て支援センター

２３－３７６５小野島町２０５７－１くるみの家（ほなみ保育園）

２６－９４４８山川町２４－３ほしのこ（星の子保育園）

３２－２１８２高来町峰１４４－３ほっとルーム（金華保育園）

家庭で子育てしているお母さんたちを支援するため、市内７カ所に「子育て支援センター」があります。
※内容などについては、各支援センターにお尋ねください。

問い合わせ先ところ支援センター名（保育園）
２２－５９２５栗面町３１５支援センターいちご（いちご保育園）

３５－５１４０栄町３－２４ビッグハート　アエル

４３－７２２２多良見町化屋 759-7親子のひろば「アイアイ」（わくわく保育園）

ところとき

市民センター午後１時～３時１２日�

認知症の人と家族の会（渡部三津子さん）
�２６－１７６３

受付時間内容ところとき対象者事業名
午後９時３０分～１０時
（実施：２時間程度）お産や母乳高来西ゆめ会館１５日�

妊婦とその家族パパママ学級 午後９時３０分～１０時
（実施：２時間程度）栄養、口腔衛生高来西ゆめ会館２９日�

※開催日の 3日前までに、健康福祉センター（�２７－０７００）へ予約してください。

※１歳６カ月児健診と３歳児健診は、１回当たりの人数の均衡を図るため対象年齢を生年月日で区切っておりますので、ご注意ください。

■内容／生活習慣病の予防や健診結果をもとにした健康相
談、心身の健康づくりの相談、保健師、栄養士による
個別相談
■相談窓口／健康福祉センター、森山保健センター、各
支所住民福祉課窓口で随時受付
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■とき
　５月８日 　午後２時～３時３０分
■ところ／長崎ウエスレヤン大学　
　西山ホール　（駐車場有）
■演題
　「子育てと教育は愛とロマン！」

■内容／“尾木ママ”の愛称で親しまれ、テレビや
ラジオで幅広く活躍中の教育評論家・尾木直樹さ
んをお迎えし、ホンモノの学力や目からウロコの
子育てなどについて一緒に考えます！
※入場料無料。参加申込不要。無料託児所（事前要
申込）
■問い合わせ先
　長崎ウエスレヤン大学（�２６－１２３４）または
（�０１２０－１３１－０５７）

　シーズン中の安全を祈って式典が開催されます。
轟太鼓の奉納もあります。
■とき
　５月１日 　午前１０時３０分～
■ところ／高来町轟峡楊柳の滝前
　（雨天時いこいの村長崎ロビー）
■問い合わせ先
　諫早観光物産コンベンション協会（�２２－８３２５）

　スポーツ安全保険とは、アマチュアのスポーツ活
動、文化活動、ボランティア活動および地域活動な
らびに指導活動などを行う５人以上の社会教育関
係団体を対象とする保険です。
■受付期間／平成２４年３月３０日まで
■保険期間
　掛金振込日の翌日～平成２４年３月３１日

※申込用紙は、市スポーツ振興課、各支所総務課に
備え付けています。加入区分、掛金および補償額
などの保険の詳細は、申込用紙をご覧ください。

■問い合わせ先
　市スポーツ振興課（�２２－１５００）

掛金
（一人当たり）

対象団体

６００円または
１，１５０円中学生以下の子ども

子ども
の団体 １，６００円または

６００円

子どもの団体で子どもと一緒にスポー
ツ活動または文化・ボランティア活動
を行う大人（指導者・保護者）

６００円高校生以下の文化・ボラン
ティア活動

大人
の団体 ８００円６５歳以上のスポーツ活動

（老人クラブ）
１，６００円高校生以上のスポーツ活動

　小中学生のスポーツ団体を対象に、スポーツ少年
団登録チームを募集します。
　登録すると県スポーツ少年団・市スポーツ少年団
が主催するさまざまなスポーツ大会や研修会などに
参加できます。
■募集期間／４月２１日 ～６月３０日 
■申込・問い合わせ先
　市スポーツ振興課（�２２－１５００）

　自分たちの成人式、または先輩、後輩の成人式を
自分たちの手で作り上げてみませんか。
　平成２４年１月８日 に諫早文化会館で開催され
る平成２４年諫早市成人式の企画・運営を行う実行委
員を募集します。　実行委員会は６月ころから月に
１回程度開催します。
■対象者／平成２年４月２日から平成５年４月１
日までに生まれた人（平成２４年成人式対象者およ
び成人式対象者前後１学年の人）
■募集人数／１０人程度
■募集期限／５月２０日 
■申込方法／住所、氏名、性別、生年月日、職業
（または学校名、学年）、電話番号を記入し市教
委生涯学習課へメール（gakushu@city.isahaya.
　nagasaki.jp）でお申し込みください。
　（→ＱＲコードからもメール送信できます。）
　応募多数の場合は選考し、結果を通知
します。
■問い合わせ先
　市教委生涯学習課（�２２－１５００）
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5 月のイベントカレンダー　（諫早文化会館・市体育施設・県立総合運動公園などで開催される主なイベント）
問い合わせ先入場料時　間会　場内　容曜日

市軟式野球連盟
（�０９０－７３９８－２６７７）無料午前９時～午後５時市営野球場（１日、８日）

飯盛グラウンド
天皇賜杯第６６回全日本軟式野球
大会市予選（８日、２２日）

日１
鎮西学院高等学校
（�２５－１２３４）無料午後２時

　　　～４時３０分諫早文化会館第２４回吹奏楽部定期演奏会
～スプリングコンサート２０１１～

市バスケットボール協会
（�０９０－１５１３－３１８８）無料午前９時～午後５時飯盛体育館諫早市近郊中学生バスケット

ボール大会（～５日）火３

長崎日本大学学園
（�２６－００６１）無料午後２時～４時諫早文化会館長崎日本大学学園

卒業生による演奏会水４

市バレーボール協会
（�０９０－５２８０－１８３７）無料午前９時～午後５時飯盛体育館第４１回全国ママさんバレーボー

ル大会県１次予選

日８
市バドミントン協会
（�０９０－２３９７－６２９２）無料午前９時～午後６時とどろき体育館第４６回市春季バドミントン大会

（高校・一般の部）

市ソフトボール協会
（�０９０－２８５３－３７８９）無料午前９時～午後４時小野島グラウンド

第２５回全日本小学生大会
第２３回西日本小学生大会
第２９回九州小学生大会（市予選）
（１５日）

日本女子テニス連盟長崎県
支部（�２４－２９３０）無料午前１０時～県立総合運動公園桑名杯レディーステニス大会

２０１１byDUNLOP（～１２日）水１１

県すこやか長寿財団
（�０９５－８４７－５２１２）無料

（ソフトボール競技）午前９時～、
（ローンボウルス競技・ターゲット
バードゴルフ競技）午前１０時２０分～、
（マラソン競技）午前１１時２０分～

県立総合運動公園
第８回県ねんりんピック（ロー
ンボウルス競技・マラソン競技・
ターゲットバードゴルフ競技・
ソフトボール競技）

土１４

市卓球協会
（�２６－１０１７）無料午前９時～午後５時小野体育館第７回多良見ワインダブルス卓

球大会
日１５

市ソフトテニス連盟
（�０９０－４３４８－５１３７）無料午前９時～県立総合運動公園第４５回県ソフトテニス選手権諫

早大会

県高等学校野球連盟
（�０９０－８８３８－９１４９）

大人５００円
中高生２００円
小学生以下無料

午前９時～午後５時市営野球場NHK杯長崎県高等学校野球大
会中地区予選（～３０日）

土２１

市バレーボール協会
（�０９０－２７１８－９６０８）無料午前９時～午後６時とどろき体育館第３１回全日本バレーボール小学

生大会市予選（２８日）

市剣道協会
（�０９０－７５３０－８３９１）無料午後２時～４時市体育館県剣道連盟合同稽古会

市ソフトボール協会
（�０９０－２８５３－３７８９）無料午前９時～県立総合運動公園第２３回九州シニア長崎県大会

（～２２日）

高体連テニス専門部（長崎北高）
（�０９５－８４４－５１１６）無料午前９時～県立総合運動公園第１２回チャレンジカップ

市壮年SP会
（�０９０－７１６１－７７００）無料午前９時～午後４時小野島グラウンドツーワンスポーツ杯ソフトボー

ル大会

日２２

市卓球協会
（�２６－１０１７）無料午前９時～午後５時小野体育館市長杯争奪中学校スポーツ選手

権大会（卓球競技）

諫早空手道連盟
（�２２－４１８６）無料午前９時～午後７時飯盛体育館県空手道選手権大会及び全国大

会予選

長崎民謡舞踊連盟諫早支部
（�２６－６０３９）１，２００円午後１時～４時諫早文化会館第８回民踊大会

市学童軟式野球連絡会
（�０９０－８７６６－８６２９）無料午前 9時～午後 5時高来総合運動公園第３０回スポーツ少年団軟式野球

交流大会（２９日）
土２８

長崎県立諫早商業高等学校
（�２６－１３０４）無料

（２８日）午前１０時～
午後６時
（２９日）午前１０時～
午後 4時

諫早文化会館
平成２３年度長崎県高等学校総合
文化祭
第５５回長崎県高等学校連合音楽
会（～２９日）

市バドミントン協会
（�０９０－２３９７－６２９２）無料午前９時～午後５時小野体育館第６回市初心者バドミントン大

会

日２９

市ソフトボール協会
（�０９０－２８５３－３７８９）無料午前９時～午後１時小野島グラウンド第２６回全日本壮年大会（市予選）

市水泳協会
（�０９０－４４８０－５７０８）無料午前９時～午後３時西諫早ふれあい会館全

天候プール
平成２３年度第１５回市春季水泳競
技大会

長崎陸上競技協会
（�２１－１９２１）無料午前９時～県立総合運動公園小学生記録会

※先月号でお知らせしました「県立総合運動公園春まつり」（４月２４日）は、「東日本大震災」の状況を考慮して自粛中止いたします。



公
民
館
講
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広報 諫早 ２０１１年（平成２３年）５月号 28

▼フラワーアレンジメント
（春バージョン）（託児付）

とき／５月２４日 午前１０時～正午
ところ／多良見多目的研修館
内容／春の花を楽しく生ける
対象／成人（定員２０人）
申込期限／５月１１日 
※参加費８００円

▼パソコン学習
とき／６月３日 より平成２４年３月
まで（全３８回予定）原則毎週金曜日
午後２時～４時
ところ／森山公民館
内容／課題を持ち寄り、自学自習方
式で、交流を深めながらパソコンを
基本から学ぶ
対象／成人
申込期限／５月２０日 
※パソコン持参

▼高齢者楽習会開校式
（高来西公民館合同）
とき／５月１５日 午前９時～正午
ところ／湯江小学校運動場
内容／あそびのびっくり箱
対象／高齢者、高来西・湯江小学校
児童
※当日参加可。雨天時は体育館
▼映画会
とき／５月２６日 午前１０時～正午
ところ／高来公民館宇良分館
内容／映画鑑賞
対象／高齢者
※当日参加可
▼女性講座開校式
（高来西公民館合同）
とき／５月２７日 午前１０時～正午
ところ／高来総合運動公園
内容／グラウンドゴルフ、ペタンク
対象／女性
申込期限／５月２６日 
※当日参加可

▼登山
とき／５月８日 午前９時～午後３
時
ところ／多良岳付近（高来西ゆめ会
館集合）
内容／４回シリーズの春「四季の登
山」
対象／成人
申込期限／５月２日 
※参加費５００円。公用バス利用。弁当・
水筒持参
▼チビッコボランティア
とき／５月２１日 午前９時～正午
ところ／高来西公民館深海分館
内容／清掃、ごみ拾い
対象／子ども
※当日参加可。終了後楽しい遊びを
しましょう

▼おはなし会
とき／５月１４日 午前１０時～１０時３０
分
ところ／小長井文化ホール
内容／絵本の読み聞かせ
対象／幼児・小学校低学年
※当日参加可

■とき
　５月１５日 
　午後１時３０分～３時
■ところ
　諫早図書館２階視聴覚ホール
■演題／日本の古典①
■講師／平田 男さん　
■問い合わせ先
　諫早図書館（�２３－４９４６）

平成２３年度諫早図書館講座

■とき／５月７日 　午後１時～
■ところ
　高来東児童館、高来西児童館
■対象／小学生
■定員／各１５人
■参加費／１００円
■申込・問い合わせ先
　高来東児童館開催分は同児童館へ
（�３２－５８５８）
　高来西児童館開催分は同児童館へ
（�３２－５２０４）

母の日プレゼント作り

■とき
　５月２７日 午後３時～
■ところ
　たらみ図書館海のホール
■題目／「上海特急」（１９３２年アメリ
カ・アカデミー撮影賞受賞作）

　※入場無料
■問い合わせ先
　たらみ図書館（�４３－４６１１）

たらみ図書館映画上映会

◆５月５日�
　「こどもの日のおはなし会」
・ぴよぴよコース（０歳児向け）
　午前１１時～１１時２０分
・おはなしのへや（３歳～小学生）
　午前１１時～１１時３０分
　ところ／たらみ図書館　はだしの
コーナーおよび貝のおはなし室

　「図書館探検ツアー」（３０人・要申込）
・普段は入れない図書館の中もご案
内します。図書館の上手な使い方
や本の探し方もお話します。

　午後２時～３時３０分
　小学生以上

　「一日としょかん員」（２人・要申込）
・図書館のお仕事体験
　午前１０時～午後３時
　小学５年生以上、中学・高校生も可

◆５月１５日�
　「鉄道模型（Ｎゲージ）運転会」
　午前１０時～午後３時
　ところ／たらみ図書館　海のホー
ル

■問い合わせ先
　たらみ図書館（�４３－４６１１)

としょかんへいこう！

■とき
　５月２１日 午前１０時１５分～
■ところ
　諫早図書館２階視聴覚ホール
■題目
　「おじいちゃん元気になって
ね！」、「まんが日本昔ばなし（浦
島太郎・絵姿女房）」

※定員１００人
■問い合わせ先
　諫早図書館（�２３－４９４６)

子ども映画教室



申込・問い合わせは、各公民館へ
※講座によっては、応募多数の場合は抽選となります。

公
民
館
講
座

29 ２０１１年（平成２３年）５月号 広報 諫早

▼おもちゃ病院
とき／５月１１日 ～平成２４年３月１４
日 毎月第２水曜日・午前１０時～午
後４時
ところ／中央公民館
内容／こわれたおもちゃをおもちゃ
ドクターが修理します
※当日参加可。部品代は実費負担有
▼生き生き百年塾
とき／５月１７日 午前１０時～正午
（以降年間２０回程度開催）
ところ／中央公民館
内容／教養講座・健康講座・史跡探
訪など
対象／６０歳以上（定員１３０人程度）
申込方法／５月１０日 までに往復は
がきに氏名・年齢・住所・電話番号
を記入してお申し込みください。
▼女性大学
とき／５月２６日 午後１時３０分～３
時３０分（以降年間２０回程度開催）
ところ／中央公民館
内容／豊かな教養と知識を身に付け
るための各種講座
対象／女性
※当日参加可
▼転入奥様講座（託児付）
とき／５月２７日 ～７月２９日 （全
１０回）午前１０時～正午（基本）
ところ／中央公民館ほか
内容／諫早に転入された奥様などに
諫早の魅力をお伝えします。（諫早市
の現状・施設等見学・郷土料理・郷
土史と史跡めぐり）
対象／成人（転入者）
申込期限／５月１６日 
※申込はお電話で

▼諫早街道ウオーキング
とき／５月２４日 ・３１日 午前９時
３０分～午後４時
ところ／諫早街道（西諫早公民館集
合）
内容／郷土の歴史を学びながらウ
オーキングによる運動習慣を身につ
ける
対象／成人
申込期限／５月１２日 
※参加費８０円程度（保険料）。弁当持
参 

▼小栗大学
とき／５月１８日 より平成２４年２月
まで（全１０回）原則第３水曜日・午
前９時３０分～２時間（講座により終
日有）
ところ／小栗ふれあい会館ほか
内容／趣味講座、史跡探訪など
対象／成人
申込期限／５月６日 
※講座により参加費負担有
▼囲碁教室
とき／５月１４日 より平成２４年４月
まで（全２２回）第２・４土曜日・午
前９時３０分～１１時３０分
ところ／小栗ふれあい会館
内容／楽しい囲碁教室
対象／小学生
申込期限／５月６日 

▼さつき趣味講座
とき／５月２８日 午前１０時～正午
ところ／長田みのり会館
内容／さつきの管理について
対象／成人
申込期限／５月２０日 

▼手作り 無  店  家 味噌づくり
・ ・ ・

とき／５月９日 ・１２日 （全２回）
午前９時～正午
ところ／本野ふれあい会館
内容／無添加の味噌作り
対象／成人、子育て中のママ大歓迎
申込期限／４月２８日 必着
※申込は往復はがきで。材料代負担
有。定員１５人。
▼リトミックとベビーマッサージ
とき／５月１７日 午前１０時～１１時３０分
ところ／本野ふれあい会館
内容／愛情いっぱい楽しいスキンシップ
対象／生後２ヵ月～１歳の乳児と母親
申込期限／５月２日 
※申込はお電話で。オイル代３００円。
バスタオル・飲み物持参
▼お琴の体験
とき／５月２５日 午後１時～３時
ところ／本野ふれあい会館
内容／美しい音色のお琴を体験して
みませんか
対象／成人
申込期限／５月２０日 
※申込はお電話で

▼健康講座
とき／５月１１日 午後１時３０分～３
時３０分
ところ／有喜ふれあい会館
内容／仲間作りと健康作り
対象／高齢者
※当日参加可
▼読み語り講座
とき／５月１４日 午前９時３０分～１１
時３０分
ところ／有喜ふれあい会館
内容／“ぐるんぱ”と一緒に遊ぼう
対象／幼児・小学校低学年とその保
護者
※当日参加可
▼クラフトバッグ作り講座
とき／５月１７日 ・２４日 （全２回）
午後１時～４時
ところ／有喜ふれあい会館
内容／エコクラフトでおしゃれな
バッグを作ろう
対象／女性
申込期限／５月１１日 
※材料代８００円。木工ボンド持参
▼料理講座
とき／５月２１日 午前９時３０分～１１
時３０分
ところ／有喜ふれあい会館
内容／圧力鍋の便利な使い方教えま
す（お菓子から保存食まで）
対象／成人
申込期限／５月１２日 
※材料代負担有。エプロン・三角巾
持参

▼楽しい絵手紙
とき／５月１４日 ・２１日 （全２回）
午後１時３０分～３時３０分
ところ／小野ふれあい会館
内容／身近な素材で絵手紙を楽しも
う
対象／成人
申込期限／５月６日 
※材料代負担有。うす墨筆ペン持参
▼本好き・ミーティング
とき／５月１４日 午前１０時～正午
ところ／小野ふれあい会館
内容／紙芝居「あんもちみっつ」、お
母さんの勉強室「川柳をつくってみ
ましょう」
対象／親子、子ども、成人
※当日参加可
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日
本
茶
の
持
つ
お
も
て
な
し
の
心
や
、そ
の
歴
史
、文
化
、

魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
お
伝
え
し
た
い
。素
敵
な
笑
顔

で
そ
う
優
し
く
語
り
か
け
る
嶋
田
祐
子
さ
ん（
永
昌
東
町
・

お
茶
処
・
し
ま
だ
経
営
）。嶋
田
さ
ん
は
、昨
年　

月
に
静
岡

１０

市
で
開
催
さ
れ
た「
世
界
お
茶
ま
つ
り
２
０
１
０
」の
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
、N
P
O
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

主
催
の「
第
３
回
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」で

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
日
本
一
の
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
で
す
。今
月
は
、嶋
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

嶋
田
さ
ん
は
東
彼
杵
町
の
出
身
で
、元
々
ご
両
親
が
お

茶
の
問
屋
を
営
ん
で
お
り
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
茶
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
後
、諫
早
に
移
り
住
み
、平

成
元
年
に
現
在
の
お
店
を
譲
り
受
け
、お
茶
店
を
営
ん
で

い
ま
す
。そ
ん
な
嶋
田
さ
ん
は
、日
本
茶
の
歴
史
や
栽
培
、

効
果
効
能
な
ど
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
、平
成　
１３

年
に
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
認
定
資
格
を
と
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、日
本
茶
文
化
の
発
展
と
、日
本
茶
の
正
し

い
理
解
と
普
及
を
図
る
た
め
、お
茶
に
関
す
る
知
識
や
教

養
、淹
れ
方
の
技
術
を
備
え
た
指
導
者
の
こ
と
で
、現
在
全

国
で
３
、０
５
６
人（
県
内　

人
）が
認
定
を
受
け
て
い
る

３３

そ
う
で
す
。嶋
田
さ
ん
は
こ
の
資
格
を
活
か
し
、お
茶
の
淹

れ
方
教
室
の
講
師
な
ど
を
行
い
、や
わ
ら
か
な
語
り
口
で

お
茶
を
飲
む
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
茶
の
魅
力
は
？
と
聞
く
と「
以
前
海
外
で
日
本
茶

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
と
き
、お
茶
の
お
も
て
な
し
に
海
外
の

人
が
す
ご
く
喜
び
、興
味
と
関
心
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
ま

し
た
。日
本
茶
は
、そ
こ
に
日
本
の
文
化
を
感
じ
と
れ
、こ

れ
が
日
本
な
の
だ
と
表
現
で
き
る
も
の
、そ
し
て
そ
の
可

能
性
が
あ
る
も
の
。そ
れ
が
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
お
茶
は
淹
れ
方
で
本
当
に
味
が
違
い
ま
す
。急

須
で
淹
れ
る
日
本
茶
の
本
当
の
お
い
し
さ
を
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。特
に
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し

い
日
本
茶
を
飲
ん
で
欲
し
い
で
す
ね
。機
会
を
与
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幼
稚
園
や
保
育
園
を
訪
れ
て
茶
育
を
し
た
い
。

日
本
茶
の
良
さ
と
文
化
を
幼
児
期
か
ら
教
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
」と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

☆
お
い
し
い
日
本
茶
の
淹
れ
方

　

ま
ず
湯
飲
み
茶
碗
に
お
湯
を
量
り
と
る
こ
と
。そ
れ
も
ち
ょ
っ

と
控
え
め
に
。そ
う
す
る
こ
と
で
い
つ
も
よ
り
濃
く
コ
ク
の
あ
る

お
茶
に
な
り
ま
す
。ま
た
湯
飲
み
茶
碗
に
一
度
入
れ
る
こ
と
で
お

湯
の
温
度
も
下
が
り
、湯
飲
み
茶
碗
も
温
ま
り
ま
す
。量
り
と
っ

た
お
湯
を
急
須
に
入
れ
た
後
は
茶
種
に
も
よ
り
ま
す
が　

秒
か

４０

ら
１
分
ぐ
ら
い
待
つ
。そ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
お
茶
の
色
を
見
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
湯
飲
み
茶
碗
に
注
い

で
く
だ
さ
い
。一
番
大
切
な
の
は

飲
ん
で
い
た
だ
く
人
に
お
い
し
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心

を
込
め
て
淹
れ
る
こ
と
で
す
ね
。

■
材
料（
２
人
分
）
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㍑
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粒
中
華
ス
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プ
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素
・
小
さ
じ
１
／
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塩
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ひ
と
つ
ま
み

ロ
ー
ス
ハ
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２
枚

シ
イ
タ
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枚

ニ
ン
ジ
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／
２
本

シ
ョ
ウ
ガ
・・・・・・
１
／
２
か
け

長
ネ
ギ
・・・・・・・・・・・・
５
㌢
㍍

卵
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２
個

塩
こ
し
ょ
う
・・・・・・・・・・
適
量

サ
ラ
ダ
油
・・・・・・・・
大
さ
じ
１

ゆ
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・・　

㌘
２０

し
ょ
う
ゆ
・・・
小
さ
じ
１
／
４

■
作
り
方

①
お
米
を
洗
っ
て
、水
、顆
粒
中

華
ス
ー
プ
の
素
、塩
を
入
れ
、

炊
き
上
げ
る
。

②
ロ
ー
ス
ハ
ム
と
シ
イ
タ
ケ
は

１
㌢
㍍
角
、ニ
ン
ジ
ン
、

シ
ョ
ウ
ガ
、長
ネ
ギ
は
み
じ

ん
切
り
に
す
る
。

③
卵
を
溶
い
て
、塩
こ
し
ょ
う

を
ふ
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
１

／
２
を
熱
し
、③
を
炒
め
て

取
り
出
す
。

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
１

／
２
を
熱
し
、シ
ョ
ウ
ガ
を

炒
め
、ロ
ー
ス
ハ
ム
、ニ
ン
ジ

ン
、シ
イ
タ
ケ
、ゆ
で
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
、長
ネ
ギ
を
順
に

炒
め
、し
ょ
う
ゆ
を
全
体
に

回
し
か
け
る
。

⑥
ボ
ウ
ル
で
温
か
い
ご
飯
、④

の
卵
、⑤
の
具
を
さ
っ
く
り

と
ま
ぜ
あ
わ
せ
る
。

混
ぜ
混
ぜ
チ
ャ
ー
ハ
ン

◆ご飯を炒めない＝ご飯が油
を吸わず、通常のチャーハ
ンより油が少なくてすむ

　→エネルギーダウン
◆炊飯のときに下味をつける
　→具に使う調味料が少なく
なり、おいしく減塩できる vol.１



み
ん
な
の
広
場

３１ ２０１１年（平成２３年）５月号 広報 諫早

Ａ「アリャ　ヤーラシカネ。ドラ、インダ

　カセテ　ミテ」

（あら、可愛いね。ちょっと抱かせてみて）

Ｂ「ヨカ、ナター？ナカンバ　ヨカバッ

テン」

（あら、よろしいですか？泣かなければい
いけど）

　全問正解者の中から抽選で、毎月５人に図書カードをプレ
ゼント！答えのヒントは誌面の中です。はがきに答えと住所、
氏名、年齢、広報誌へのご意見を書いて、５月１０日 必着で秘
書広報課までどうぞ！なお、当選者の発表は、発送をもって代
えさせていただきます。
　問題①食べすぎ、飲みすぎなど毎日繰り返される生活習慣
　　　　から起こる病気を○○○○○と呼びます。
　問題②市総合防災訓練を５月○日、本明川光江橋下で開催。
　問題③平成２３年３月１日現在の諫早市の人口は？
　問題④今月号からはじまった保育所紹介のタイトルは？
　問題⑤唐比ふれあい牧場では、貴重な日本在来種「○○馬」
　　　　に会えます。
●前号の答え　①長崎県議会議員　②１４　③狂犬病
　④子ども読書　⑤四季彩工房　
●応募総数　５３通

　「とっておきマイ・レシピ」（ご家庭のかんたんレシピ）、「わ
たしの宝物」（皆さんの思い出の宝物）、お気に入りのイラス
ト・写真の投稿をお待ちしています。掲載させていただいた場
合は図書カードをプレゼント！投稿・ご連絡はこちらです。↓
　�８５４－８６０１　諫早市役所　秘書広報課（住所不要）
　�２３－６０３１　�２２－１５００

　古語では「うだく」と言っていました。それが
「いだく」と変化し、方言として「インダク」や「ン
ダク」となってきているようです。
　「人皆、船のとおる所に、子を 擁 きつつ降り乗

いだ

りす」（土佐日記）
　単に「抱く」よりも「インダク」「ンダク」の方が、
大事に扱っているように思うのは、思いすぎで
しょうか。　　　　諫早方言の会　 神  代 　

こう しろ

 克  彦 
かつ ひこ

　

vol.１

諫早中央保育所
住所／野中町５０８－７
℡／２２－１０９６　定員／１２０人

‐
デ
ー
タ
‐

　

西
小
路
町
の
天
祐
寺
に
あ
っ
た
上
山

保
育
所
が
昭
和　

年
に
上
野
町
の
諫
早

４６

保
健
所
の
跡
地
に
移
転
し
、
諫
早
中
央

保
育
所
と
し
て
開
所
。現
在
は
、南
部
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
野
中
町
に
諫
早
幼

稚
園
、
諫
早
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
複
合
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

【
保
育
目
標
】

○
元
気
で
明
る
く
の
び
の
び
と
し
た
子

ど
も

○
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
子
ど
も

○
生
命
の
尊
さ
を
知
り
、
全
て
の
も
の

に
感
謝
す
る
子
ど
も

【
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
】

○
一
時
預
か
り
保
育

○
行
事
を
通
じ
て
３
施
設
の
交
流

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
の
行

事
○
小
・
中
・
高
校
と
の
交
流

た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
か
わ
い
い
子
ど
も

た
ち
に
出
会
い
た
い　

諫
早
市
の
子
育
て

支
援
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
職
員
と
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

す
。

北村千恵子　所長
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■多良見支所　�０９５７-４３-１１１１
■森山支所　　�０９５７-３６-１１１１
■飯盛支所　　�０９５７-４８-１１１１
■高来支所　　�０９５７-３２-２１１１
■小長井支所　�０９５７-３４-２１１１

　野山の緑も美しく、お出かけが楽しい季節になりました。今月は、そんな
季節にぴったりのスポット、『唐比ふれあい牧場』をご紹介します。
はじまりは雑草対策
　牧場は、空が広くのどかな里山の風景の中にあります。そこにのびのびと
放牧されている牛や馬、羊たち。ひとなつっこく、柵に近づくとあいさつに
来てくれます。飼育小屋にはウサギやタヌキ、モルモットなども暮らしてい
ます。
　牧場ができた場所は、もともとは湿地帯で、旧森山町が自然公園として管
理していました。しかしセイタカアワダチソウなどの雑草が生い茂り、毎年
の除草作業が大変でした。そこで、農薬などを使わずに管理するため、平成９
年に 対 

た い

 州 
しゅう

 馬 を２頭放牧しました。町民公募で「太郎」・「花子」と名づけられた２
ば

頭は、雑草を食べて大活躍。除草効果があったので、さらに牛やヤギも放牧し
て放牧地を広げていきました。これが牧場として整備されるきっかけになり、
平成１２年からいこいの場としての整備が始まり、現在の牧場が完成しました。
貴重な日本在来種、「対州馬」に会える場所
　牧場で一番長く暮らしているのは対州馬の花子。推定年齢１７歳で、人間に換
算すると７０歳くらいのおばあちゃんです。太郎との間に生まれた２頭の娘た
ちとのんびり草を食べている姿が見られます。
　対州馬は長崎県対馬市を中心に飼育されてきた日本在来種の馬で、飼育
頭数は対馬市内でもわずか２７頭（平成２３年３月現在）です。現在、絶滅が危惧
されているため、対馬市を中心にその保存活動が行われています。
こんな楽しみ方もあります
　ニンジンやキャベツなどの野菜は、放牧されている動物たちの大好物で
す。家から野菜を持っていって動物たちが食べる様子を観察してみるのも
おもしろいですよ。そして、牧場にはトイレを併設した管理棟や東屋、馬車
を改造したちょっと変わった休憩所もあるので、お弁当を持って行ってピ
クニック気分も味わえます。
羊の毛刈り体験
　牧場の毎年恒例のイベントとなっているのが、「羊の毛刈り体験」です。ハ
サミやバリカンで羊たちの衣替えのお手伝いをしましょう！羊の毛の手触
りは・・・？触ってみてのお楽しみです。子どもたちに大人気の小動物のふれ
あいコーナーもあります。ご家族で、ぜひ遊びにきてください！
『羊の毛刈り体験』
■とき／５月１４日 午前１０時～（小雨決行）　■ところ／唐比ふれあい牧場
■参加費／無料
『唐比ふれあい牧場』
■開場時間／午前８時３０分～午後５時　■入場料／無料　■駐車場／４０台
■問い合わせ先／森山支所産業建設課（�３６-１１１１）

広報諫早№７４
 ２０１１年４月２０日発行

お弁当を持って、無料の動物園へGO ！
其の十二


